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本
学
は
２
０
２
４
年
９
月
18

日
、
札
幌
市
お
よ
び
北
海
商
科
大

学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
２
０
２
５
年
８
月
27

日
に
は
、
北
海
学
園
大
学
・
国

際
会
議
場
に
お
い
て
、
そ
の
協

定
に
基
づ
く
ト
ッ
プ
会
談
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
札

幌
市
か
ら
秋
元
市
長
を
は
じ
め

８
名
、
北
海
学
園
大
学
か
ら
森

下
学
長
ほ
か
８
名
（
う
ち
学
生

３
名
）、
北
海
商
科
大
学
か
ら
堂

徳
学
長
ほ
か
６
名
（
う
ち
学
生

１
名
）
で
し
た
。

　

本
協
定
は
、
札
幌
市
と
北
海
学

園
大
学
、
北
海
商
科
大
学
の
三

者
が
連
携
し
、
札
幌
市
の
地
域

課
題
解
決
に
向
け
て「
知
」と「
人

材
」
の
循
環
を
生
み
出
す
こ
と

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
を
明
確
に
掲
げ
た

包
括
連
携
協
定
は
珍
し
く
、

特
徴
的
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
が
成
立
し
た

背
景
に
は
、
札
幌
市
が
今

後
直
面
す
る
人
口
減
少
社

会
と
、
そ
れ
に
伴
う
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応
が

あ
り
ま
す
。
準
備
段
階
の

議
論
で
は
、
大
学
の
持
つ

「
知
」
を
政
策
に
活
か
せ
な

い
か
、
ま
た
両
大
学
の
学

生
を
札
幌
市
と
協
働
し
て

地
域
の
未
来
を
担
う
人
材

へ
と
育
成
で
き
な
い
か
、
と
い

札幌市・北海商科大学と本学
包括連携協定に基づく三者トップ会談を開催
札幌市・北海商科大学と本学

包括連携協定に基づく三者トップ会談を開催
大
学
の
持
つ「
知
」を
政
策
に
活
か
し
、

学
生
を
地
域
の
未
来
を
担
う「
人
材
」へ右から本学森下宏美学長、秋元克広札幌市長、堂徳将人北海商科大学学長

う
視
点
が
重
視
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
後
、
三
者
は
直
ち

に
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

定
期
的
に
会
合
を
重
ね
、「
知
」

の
面
で
は
、
札
幌
に
必
要
な
「
指

標
」
の
研
究
に
着
手
し
て
き

ま
し
た
。
札
幌
の
現
状
を
ど

の
よ
う
な
指
標
で
測
る
こ
と

で
、
北
海
道
に
お
け
る
人
口

ダ
ム
機
能
の
強
弱
が
明
ら
か

に
な
る
の
か
を
探
っ
て
い
ま

す
。「
人
材
」
の
面
で
は
、

学
生
が
札
幌
の
地
域
課
題
に

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
実
践

的
に
取
り
組
む
活
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
札
幌
市
と
の

共
同
企
画
「
ま
ち
づ
く
り
大

学
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

両
大
学
で
は
熱
意
あ
る
学
生

が
自
発
的
に
課
題
を
選
び
、

研
究
活
動
を
行
い
、
そ
れ
を

教
員
と
札
幌
市
が
支
援
す
る
仕

組
み
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ト
ッ
プ
会
談
で
は
、

札
幌
市
よ
り
「
第
３
期
さ
っ
ぽ

ろ
未
来
創
生
プ
ラ
ン
」
に
つ
い

て
説
明
を
い
た
だ
き
、
北
海
商

科
大
学
の
池
ノ
上
先
生
・
千
葉

先
生
・
澤
内
先
生
、
本
学
の
佐

藤
大
輔
先
生
か
ら
活
動
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、

秋
元
市
長
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

時
間
の
都
合
上
、
ト
ッ
プ
同

士
の
十
分
な
議
論
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
手
探

り
で
進
め
て
き
た
内
容
を
共
有

し
、
次
年
度
の
目
標
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
今

回
実
現
で
き
な
か
っ
た
市
長
と

学
生
と
の
議
論
を
、
来
年
２
月

に
改
め
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

学生が自発的に行う研究活動を支援

北
欧
ロ
マ
ン
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
内
村
鑑
三
・
開
拓
・
民
族
主
義

定
価
四
、一
八
〇
円（
税
込
）

日
本
に
お
け
る
「
幸
せ
」
な
北
欧
イ
メ
ー
ジ
は
い
か
に

形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
。
北
欧
と
日
本
の
実
像
と
イ
メ
ー

ジ
の
交
錯
を
た
ど
り
な
が
ら
、
人
間
の
良
心
や
勤
勉
さ
の

中
に
潜
む
不
可
視
化
さ
れ
た
暴
力
の
実
態
を
検
証
す
る
。

勉誠社

名
古
屋
、ア
ジ
ア
に
出
会
う
文
化
・
歴
史
・
記
憶
を
あ
る
く

定
価
三
、〇
八
〇
円（
税
込
）

図書出版みぎわ

名
古
屋
市
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、
20
世
紀
初
頭
か
ら

現
在
ま
で
、
１
０
０
年
を
超
え
る
時
間
の
な
か
で
繰
り

広
げ
ら
れ
て
き
た
歴
史
的
・
文
化
的
交
流
を
、
歴
史
学
、

社
会
学
、
文
化
人
類
学
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
。

宮
原
曉
・
や
ま
だ
あ
つ
し
・
小
野
純
子
・
岡
野
翔
太
・
呉
穎
濤
編
／

十
河
和
貴（
法
学
部
准
教
授
）
他
共
著

外
山
文
子
・
小
山
田
英
治
・
岩
坂
将
充（
法
学
部
教
授
）編
著

猛
威
を
振
る
う
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と

権
威
主
義
の
再
興
隆

定
価
三
、三
〇
〇
円（
税
込
）

21
世
紀
の
民
主
主
義
体
制
に
お
い
て
最
大
の
脅
威
の
一

つ
で
あ
る
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
に
よ
っ
て
世
界
は
ど
う
変

わ
っ
た
の
か
？　

な
ぜ
独
裁
者
は
出
て
き
て
し
ま
う
の

か
？　

激
動
の
社
会
を
統
治
と
指
導
者
か
ら
読
み
解
く
。

明石書店

ジ
ャ
ッ
ク
・
Ａ
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
ト
ー
ン
著
／
岩
坂
将
充（
法
学
部
教
授
）訳

革
命
そ
の
本
質
と
歴
史
的
展
開

定
価
二
、五
三
〇
円（
税
込
）

さ
ま
ざ
ま
な
大
規
模
政
治
変
動
を
引
き
起
こ
し
て
き
た

革
命
。
そ
の
要
因
、
過
程
、
革
命
指
導
者
の
役
割
や
結

果
を
、
学
術
理
論
と
豊
富
な
事
例
を
も
と
に
解
き
明
か

す
格
好
の
入
門
書
。

白水社

中
丸
禎
子
・
田
中
琢
三
編
著
／
高
橋
美
野
梨（
法
学
部
准
教
授
）
他
共
著

は
じ
め
て
の
国
際
政
治
経
済
学定

価
二
、九
七
〇
円（
税
込
）

国
際
政
治
経
済
学
を
学
ぶ
入
門
書
。
第
Ⅰ
部
で
国
際
政
治

経
済
学
の
理
論
や
分
析
視
角
を
学
び
、
第
Ⅱ
部
で
主
要

政
策
領
域
に
つ
い
て
論
じ
る
。
各
章
に
討
論
・
学
習
上

の
問
い
を
設
置
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
促
す
。

法律文化社

吉
沢
晃
編
／
津
田
久
美
子（
法
学
部
講
師
）
他
共
著

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
わ
か
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

定
価
二
、五
三
〇
円（
税
込
）

北樹出版

日
常
の
子
ど
も
、
子
育
て
に
関
わ
る
、
あ
る
あ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
通
し
て
、
子
ど
も
と
子
育
て
に
つ
い
て
、
様
々

な
側
面
か
ら
解
説
し
た
読
み
や
す
い
入
門
書
。
進
藤
先

生
は
第
１
章
の
３
、
田
中
先
生
は
４
を
担
当
。

西
村
太
志
・
古
谷
嘉
一
郎
・
梅
田
弘
子
・
山
崎
茜
編
著
／
田
中
勝
則（
経
営
学
部
教
授
）・

進
藤
将
敏（
経
営
学
部
准
教
授
）
他
共
著

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る

加
藤
信
行（
名
誉
教
授
）・
植
木
俊
哉
・
森
川
幸
一
・
真
山
全
・
酒
井
啓
亘
・
立
松
美
也
子
編
著

ビ
ジ
ュ
ア
ル
テ
キ
ス
ト
国
際
法
〔
第
４
版
〕

定
価
二
、八
六
〇
円（
税
込
）

国
際
法
を
初
め
て
学
ぶ
学
生
に
贈
る
最
新
の
教
科
書
。
写

真
や
地
図
な
ど
ビ
ジ
ュ
ア
ル
素
材
を
豊
富
に
用
い
な
が

ら
、
初
学
者
の
目
線
に
立
っ
た
平
易
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

解
説
。
見
て
、
読
ん
で
、
国
際
法
を
学
ぼ
う
。

有斐閣

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
学
ぶ

理
論
と
政
策
の
基
礎

総
合
型
選
抜

実　

施

シ
ョ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
総
合
問
題
・
口
頭
試
問
等

を
組
み
合
わ
せ
た
選
抜
方
式
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
次
選
考
合
格
者
を
対
象
に
、

２
次
選
考
を
10
月
26
日
に
実
施

し
ま
し
た
。
導
入
初
年
度
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
滞
り

な
く
選
抜
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

各
学
部
・
学
科
の
出
願
者
数

な
ら
び
に
最
終
合
格
者
数
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
全
募
集
人
員

１
０
０
名
に
対
し
て
２
７
５
名

の
出
願
と
な
っ
て
お
り
、
多
く

の
皆
様
に
出
願
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
総
合
型
選
抜
を
は

じ
め
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
年

内
入
試
」
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
ま

　

２
０
２
６
年
度
入
学
者
選
抜

か
ら
新
た
に
導
入
し
た
「
総
合

型
選
抜
」
は
、
意
欲
・
適
性
・

能
力
等
を
総
合
的
に
評
価
す
る

選
抜
方
式
で
す
。
こ
れ
は
、
２

段
階
選
抜
方
式
と
な
っ
て
お
り
、

１
次
選
考
は
書
類
審
査
、
２
次

選
考
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

り
続
け
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

新
た
に
導
入
し
た
総
合
型
選

抜
の
実
施
に
お
い
て
得
ら
れ
た

様
々
な
知
見
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、

よ
り
良
い
入
学
者
選
抜
制
度
と

な
る
よ
う
に
、
弛
ま
ぬ
制
度
改

善
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

関
係
各
位
に
は
、
今
後
と
も

ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
入
試
部
長　

鈴
木
聡
士
）

2026 年度総合型選抜 出願者数・合格者数

学部 学科 募集人員 出願者数 合格者数

経済
１部 18 128 32

２部 12 37 19

人文

１部
日本文化学科 13 31 27

英米文化学科 12 25 20

２部
日本文化学科 10 16 16

英米文化学科 6 8 8

工

社会環境工学科 6 7 7

建　築　学　科 7 17 15

電子情報工学科 10 4 4

生  命  工  学  科 6 2 2

計 100 275 150
（単位／人）

　

本
学
と
、
株
式
会
社
Ｄ
Ａ

Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
の
主
力
商
品
で
あ

る
「
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
」

が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
缶
が
９
月
に

発
売
さ
れ
た
。
こ
の
企
画
は

「
北
海
学
園
大
学
と
し
て
手
土

産
に
な
る
お
菓
子
」
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
、
佐
藤
信
経
済

学
部
教
授
、
宮
入
隆
経
済
学

部
教
授
、
一
関
彩
夏
入
試
課

職
員
発
案
の
も
と
、
経
済
学

部
の
学
生
６
名
が
集
ま
り
進

め
ら
れ
た
。

　
〝
メ
イ
ド
イ
ン
北
海
道
〞
に

こ
だ
わ
る
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
、
株
式
会
社
ナ
シ
オ
の

協
力
を
得
て
実
現
。
本
学
卒

業
生
で
あ
る
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ

ろ
の
高
森
雄
輔
商
品
開
発
部

長
（
現
在
は
執
行
役

員
生
鮮
本
部
長
兼
商

品
開
発
部
長
）、
ナ

シ
オ
商
品
開
発
部
の

冨
永
麻
由
美
氏
が
携

わ
っ
た
。
北
海
学
園

大
学
の
名
前
を
冠
し

た
お
菓
子
の
発
売
は

創
立
以
来
初
と
な
る
。

　

商
品
は
、
本
学
が

有
す
る
５
学
部
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
基

に
「
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｃ

Ａ
Ｔ
」
が
も
つ
30
種

類
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
か
ら
フ

レ
ー
バ
ー
を
厳
選
。
大
学
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー

ク
を
採
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
デ
ザ
イ
ン
缶
に
詰
め
合
わ

せ
て
販
売
し
て
い
る
。
同
梱

さ
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
、

コ
ン
セ
プ
ト
に
合
わ
せ
て
学

生
が
作
成
し
た
。

　
「
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
缶

ミ
ッ
ク
ス
10
個
入　

北
海
学

園
大
学
」
は
９
月
16
日
よ
り

北
海
学
園
生
協
、コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
て

順
次
取
り
扱
い
が
開
始
。
北

海
学
園
生
協
で
の
販
売
価
格

は
１
、９
８
０
円
（
税
込
）。

店
頭
で
は
、
学
生
が
作
成
し

た
ポ
ッ
プ
が
装
飾
さ
れ
て
い

る
。

　

な
お
、
売
り
上
げ
の
一
部

は
学
生
へ
の
奨
学
金
と
し
て

北
海
学
園
教
育
振
興
会
に
寄

付
さ
れ
る
。

『北海学園大学×CACAOCAT』
チョコレート缶が発売

CACAOCAT缶ミックス 10個入　北海学園大学

学生を交えた会議の様子

導
入
初
年
度
無
事
終
了
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
農
科
大
学

南
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
森
林
研
究

セ
ン
タ
ー
で
２
年
前
、
客
員
研

究
員
を
し
て
い
た
と
き
、
同
僚

と
の
会
話
で
不
思
議
に
思
う

く
だ
り
が
あ
っ
た
。「
こ
の
研

究
は
〇
％
で
、
も
う
一
つ
の

研
究
は
〇
％
」「
講
義
は
〇
％
」

「
こ
の
業
務
は
〇
％
だ
か
ら
、

通
勤
は
週
〇
回
」
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
。

　

よ
く
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、

そ
れ
は
仕
事
へ
の
意
気
込
み

な
ど
で
は
な
く
、
給
与
の
原

資
と
な
る
業
務

の
種
類
と
、
そ

れ
が
給
与
全
体

に
占
め
る
割
合

の
こ
と
だ
っ
た
。

仕
事
量
は
そ
れ

ぞ
れ
、
給
与
を
構
成
す
る
各
業

務
の
割
合
に
対
応
し
て
い
る

と
い
う
わ
け
だ
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
当
時
66
人

の
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、
研

究
・
教
育
の
主
軸
は
教
授

５
人
、
上
級
講
師
（
准
教

授
相
当
）
９
人
、
准
上
級

講
師
（
助
教
相
当
）
２
人
、

研
究
員
13
人
、
ポ
ス
ド
ク

６
人
な
ど
で
あ
っ
た
。
学

外
か
ら
は
違
い
が
分
か
ら

な
い
が
、
教
授
に
は
国
際

公
募
で
採
用
さ
れ
た
「
フ

ル
教
授
」
と
、
内
部
昇
任

に
よ
る
「
昇
任
教
授
」
が

い
た
。
前
者
は
狭
き
門
で
、

そ
の
人
数
は
３
人
だ
っ

た
。

　

教
授
・
上
級
講
師
・
研

究
員
に
任
期
は
な
い
も
の
の
、

フ
ル
教
授
を
除
け
ば
、
そ
の
地

位
は
安
泰
と
は
い
え
な
い
。
と

い
う
の
も
、
職
位
ご
と
に
学
部

が
常
時
負
担
す
る
給
与
の
割

合
が
異
な
る
か
ら
だ
。
学
部
が

満
額
（
フ
ル
）
で
負
担
す
る
の

は
フ
ル
教
授
の
み
で
、
昇
任
教

授
は
35
％
分
、
上
級
講

師
は
25
％
分
だ
け
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
職
位

の
学
部
負
担
は
な
い
。

　

定
年
ま
で
身
分
と
給

与
が
セ
ッ
ト
で
保
障
さ

れ
る
フ
ル
教
授
以
外

は
、
雇
わ
れ
続
け
る
た

4

4

4

4

4

4

4

め4

、
給
与
の
原
資
を
自

ら
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
外
部
資
金
の

調
達
は
必
須
で
、
必
要

に
応
じ
て
役
職
手
当（
セ

ン
タ
ー
長
に
は
学
部
が

給
与
の
60
％
を
負
担
な

ど
）
や
講
義
手
当
（
１

日
５
時
間
・
15
日
間
の
講
義

に
は
学
部
が
給
与
の
６
％
を

負
担
な
ど
）
を
加
え
た
り
し

て
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た

所
定
の
給
与
額
を
満
た
す
。

　

そ
こ
で
は
「
減
給
し
て
も
よ

い
か
ら
雇
い
続
け
て
く
だ
さ

い
」
と
は
な
ら
ず
、
外
部
資
金

が
尽
き
れ
ば
職
場
を
去
る
。
実

際
、
同
じ
研
究
グ
ル
ー
プ
の
上

級
講
師
は
、
資
金
調
達
の
目
途

が
立
た
な
く
な
り
、
筆
者
が
帰

国
し
て
間
も
な
く
退
職
し
た
。

　
〝You employ yourself

〞

の
原
則
は
、
大
学
ご
と
に
多

少
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
あ
る

も
の
の
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に

共
通
す
る
学
者

の
働
き
方
で
あ

る
。

　

獲
得
必
須
の

外
部
資
金
は
、

複
数
の
資
金
源

を
組
み
合
わ
せ

る
の
が
一
般
的

だ
。
た
だ
し
、

そ
の
中
心
と
な
る
研
究
助
成

の
多
く
は
期
限
付
き
で
、
獲
得

競
争
も
厳
し
い
。

　

外
部
資
金
に
大
き
く
依
存

す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
術

シ
ス
テ
ム
で
は
、
応
募
書
類
の

作
成
が
絶
え
間
な
く
続
く
。
研

究
業
績
を
効
率
的
に
求
め
る

傾
向
に
あ
る
と
も
聞
く
。
ニ
ッ

ポ
ン
の
、
と
り
わ
け
理
系
分
野

の
外
部
資
金
依
存
と
通
底
す

る
部
分
が
あ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
寝
る
間
も
惜
し
ん

で
働
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

さ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
バ
カ
ン
ス
は
４
週
間
し
っ

か
り
と
取
る
。
仕
事
は
家
に
持

ち
帰
ら
な
い
（
個
人
差
は
あ
ろ

う
が
）。
午
後
４
時
に
は
帰
る
。

フ
ィ
ー
カ
（
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ

ム
）
を
午
前
午
後
の
２
回
楽
し

む
。

　

フ
ル
教
授
の
枠
の
狭
さ
、

そ
れ
に
伴
う
身
分
の
不
安
定

さ
、
そ
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

日
常
―
―
こ
う
し
た
絶
妙
な

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

上
で
、
彼
の
地
の
大
学
人
は
生

き
抜
こ
う
と
し
て
い
る
。
農
学

部
や
工
学
部
に
身
を
置
い
た

若
か
り
し
頃
の
焦
り
癖
が
抜

け
な
い
私
に
は
、
そ
れ
は
ま
る

で
曲
芸
の
よ
う
に
映
る
。

スウェーデンの大学人事情

経
済
学
部
教
授

早は
や

尻じ
り

正ま
さ

宏ひ
ろ

トピックストピックス
8181

今秋来校したセンターの元同僚のレナッツ・トルビン上
級講師と7号館屋上にて（右が筆者）

令
和
７
年
度
９
月
期

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

　

去
る
９
月
30
日
、
ホ
テ
ル
札

幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、

令
和
７
年
度
９
月
期
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

　

学
部
か
ら
54
名
（
経
済
学
部

12
名
・
経
営
学
部
６
名
・
法
学

部
21
名
・
人
文
学
部
８
名
・
工

学
部
７
名
）
の
卒
業
生
と
、
大

学
院
か
ら
１
名
（
経
済
学
研
究

科
・
博
士
課
程
１
名
）
の
修
了

生
を
送
り
出
し
た
。

卒業証書・学位記授与

　

晴
れ
て
北
海
学
園
大
学
を

卒
業
さ
れ
る
学
生
の
み
な
さ

ん
、
大
学
院
を
修
了
さ
れ
る

み
な
さ
ん
、
ま
こ
と

に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

北
海
学
園
大
学
で

の
学
生
生
活
を
終
え
、

こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん

は
、
仕
事
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と

関
わ
り
な
が
ら
、
生

活
を
営
む
現
場
と
し

て
の
社
会
へ
と
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

そ
こ
で
み
な
さ
ん
は
、

人
々
が
互
い
に
生
活

を
支
え
あ
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
員
と
し

て
の
役
割
を
、
今
ま

で
以
上
に
大
き
く
担
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
ま
私
た
ち
が
暮
ら
す
社

会
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

気
候
変
動
の
激
化
、
少
子
化

の
進
行
に
よ
る
人
口
減
少
と

高
齢
化
、
人
口
知
能
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
急
速
な
発
達

に
よ
り
、
大
き
な
転
機

を
迎
え
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
就

か
れ
る
仕
事
は
、
ど
の

よ
う
な
分
野
の
仕
事
で

あ
れ
、
こ
れ
ら
の
新
し

い
現
実
へ
の
挑
戦
と
な

る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
現
実
に

立
ち
向
か
う
に
は
、
新

し
い
知
恵
の
創
造
と
、

そ
の
知
恵
を
活
か
す

人
々
の
協
働
が
必
要
で

す
が
、
最
近
の
社
会
の

様
子
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
自

分
の
考
え
を
け
ん
か
腰
で
ぶ

つ
け
合
う
よ
う
な
言
論
が
飛

び
交
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
見
た
い
も
の
し
か
見

よ
う
と
し
な
い
偏
狭
な
態
度

の
表
れ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
態
度

に
固
執
し
て
い
て
は
、
未
来

を
切
り
開
く
新
た
な
知
恵
も

協
働
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
可
能
に
す
る
の
は
、
み

な
さ
ん
が
大
学
で
身
に
着
け

た
学
問
す
る
心
と
力
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
に
は
、

学
問
を
も
一
生
の
友
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
よ
き
人
生
を
歩

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
、
心

か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
わ
が
北
海
学
園

大
学
も
ま
た
、
み
な
さ
ん
の

母
校
と
し
て
、
よ
り
よ
い
社

会
の
実
現
の
た
め
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い

申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

令和 7年度 9月期卒業式に寄せて
 森下宏美学長 卒業式式辞（要旨）

令和７年度９月期卒業生数・修了生数
学部 学科 令和７年度

９月期

経済
１部 経  済  学  科 －

地域経済学科 2

２部 経  済  学  科 5
地域経済学科 5

経営
１部 経  営  学  科 1

経営情報学科 1
２部 経  営  学  科 4

法
１部 法  律  学  科 6

政  治  学  科 －

２部 法  律  学  科 12
政  治  学  科 3

人文
１部 日本文化学科 1

英米文化学科 1

２部 日本文化学科 4
英米文化学科 2

工

社会環境工学科 6
建　築　学　科 －
電子情報工学科 －
生  命  工  学  科 1
1部　計 19
2 部　計 35
計 54

大学院修了生
経済学研究科 経済政策専攻 博士・甲 1

計 1

（単位／人）

　

８
月
３
日
に
第
36
回
人
文
学

の
挑
戦
が
「
40
歳
か
ら
凡
人
と

し
て
生
き
る
た
め
の
文

学
入
門
講
座
」
と
題
し

て
開
催
さ
れ
た
。
講
師
・

人
文
学
部
森
川
慎
也
教

授
よ
り
、
な
ぜ
40
歳
か

ら
凡
人
な
の
か
？　

な

ぜ
文
学
な
の
か
？　

と

い
う
問
い
か
け
と
趣
旨

説
明
が
あ
り
、
凡
人
と

し
て
生
き
る
た
め
の
指

南
書
と
な
り
そ
う
な
文

学
作
品
と
し
て
、サ
マ
ー

セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム
、
Ｖ
・

Ｓ
・
ナ
イ
ポ
ー
ル
、
カ

ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
な
ど

の
作
家
の
小
説
が
紹
介

さ
れ
た
。
凡
人
な
り
に

人
生
の
模
様
を
織
り
つ

つ
、
日
常
に
ユ
ー
モ
ア

と
ペ
ー
ソ
ス
を
見
出
し
、
舞
台

上
の
役
者
の
よ
う
に
凡
人
を
演

第
36
回
人
文
学
の
挑
戦

人文学部・森川慎也教授（左）と
佐藤貴史教授

じ
る
こ
と
を
心
が
け
れ
ば
健
や

か
に
軽
や
か
に
生
き
ら
れ
る
の

で
は
？　

少
な
く
と
も
凡
人
な

り
の
人
生
模
様
が
痕
跡
と
し
て

残
る
の
だ
か
ら
、
と
い
う
長
い

人
生
の
中
で
誰
も
が
気
に
な
る

内
容
の
講
演
で
あ
っ
た
。

　

人
文
学
部
佐
藤
貴
史
教
授
と

の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
続
く

質
疑
応
答
で
は
、
講
師
に
熱
心

に
質
問
を
投
げ
か
け
る
参
加
者

の
姿
が
見
ら
れ
た
。
凡
人
と
し

て
生
き
る
意
味
か
ら
文
学
の
読

み
方
ま
で
、
多
彩
な
議
論
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
会
は
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

40歳から凡人として生きるための文学入門講座

　

法
学
部
は
７
月
26
日
、
日
本

に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
／
イ
ス

ラ
エ
ル
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
錦
田
愛
子
先
生
（
慶
応
義
塾

大
学
法
学
部
教
授
）

を
お
迎
え
し
、「
ド
イ

ツ
と
パ
レ
ス
チ
ナ
問

題
―
ガ
ザ
攻
撃
を
め

ぐ
る
反
セ
ム
主
義
の

く
び
き
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
第
62
回
法
学
部

カ
フ
ェ
を
22
番
教
室

に
お
い
て
開
催
し
た
。

進
行
は
法
学
部
の
岩

坂
将
充
教
授
、
聞
き

手
は
法
学
部
の
本
田

宏
教
授
が
務
め
た
。

　

錦
田
先
生
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦

争
の
展
開
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、

イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
批
判
を
「
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
」
と
糾
弾
す
る
言

論
弾
圧
と
も
い
え
る
状
況
を
指

第
62
回
法
学
部
カ
フ
ェ

摘
、
と
く
に
ド
イ
ツ
政
府
の
対

応
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け

る
ア
ラ
ブ
系
移
民
の
現
状
を
ふ

ま
え
つ
つ
解
説
し
た
。

　

後
半
に
は
、
本
田
先
生
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
と
参
加
者
か
ら
の
質

疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
、
ド
イ

ツ
市
民
の
反
応
や
イ
ス
ラ
エ
ル

の
対
応
に
つ
い
て
の
質
問
に
対

し
、
錦
田
先
生
は
分
析
と
経
験

の
両
側
面
か
ら
回
答
し
た
。
今

回
の
法
学
部
カ
フ
ェ
で
は
、
戦

争
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
を
国
際
社
会
が
ど
う
と
ら
え

る
べ
き
か
を
議
論
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
た
。

ドイツとパレスチナ問題
ガザ攻撃をめぐる反セム主義のくびき

法学部・本田宏教授（右）と
慶應義塾大学錦田愛子教授

出席した関係者

学
校
法
人
北
海
学
園
主
催
に
よ
る

令
和
７
年
度
浅
羽
祭
が
10
月
22
日
、

本
学
４
号
館
第
三
会
議
室
に
お
い
て

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。
浅
羽
祭
は
、

北
海
学
園
創
立
功
労
者
で
あ
る
浅
羽

靖し
ず
か

先
生
（
１
８
５
４
〜
１
９
１
４
）

の
ご
命
日
に
行
わ
れ
る
慰
霊
祭
。
毎

年
、
浅
羽
先
生
を
は
じ
め
物
故
さ
れ

た
歴
代
の
理
事
長
、
学
長
、
校
長
、

さ
ら
に
、
こ
の
１
年
間
に
逝
去
さ
れ

た
教
職
員
及
び
学
生
・
生
徒
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
て
い
る
。

浅あ
さ

羽ば

祭
挙
行

令和７年度

　

韓
国
・
朝
鮮
語
、
中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド

イ
ツ
語
の
４
種
類
の
言
語
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

文
化
等
に
つ
い
て
学
ぶ
市
民
公
開
講
座
「
世
界
の

言
語
と
文
化
の
モ
ザ
イ
ク
を
眺
め
る
」
が
、
10
月

４
日
か
ら
４
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

各
講
師
の
研
究
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
受
講
内
容

は
毎
回
好
評
で
、
参
加
者
は
今
年
も
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。
本
学
で
は
、
英
語
以
外
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
外
国

語
科
目
を
開

講
し
、
学
生

た
ち
が
各
自

の
関
心
に

従
っ
て
外
国

語
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
広

く
海
外
の
事

象
に
つ
い
て

理
解
を
深
め

る
場
を
提
供

し
て
い
る
。

世
界
の
言
語
と
文
化
の

モ
ザ
イ
ク
を
眺
め
る

北
海
学
園
大
学
市
民
公
開
講
座韓国・朝鮮語、韓国・朝鮮文化について講演する

経済学部 辻弘範教授

《プロフィール》１９３４年小樽市生まれ。元小樽市中学校美術教諭。北海
道美術協会（道展）会員。１９６７年道展会員、１９７０年一水会初入選、
１９７３年一水会賞受賞、１９７４年一水会会員、１９８１年一水会会員佳作
賞受賞、１９７２年～個展、ヨーロッパ取材、日展入選。

豊
陵
会
寄
贈
絵
画
❶

　『
北
端
の
運
河
』
冨
澤
謙

１
９
９
６
年
度
道
展
出
品
（
油
彩
１
０
０
号
）

豊
平
校
舎
３
号
館
３
階
展
示
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工学部教授 小
お

野
の

丘
たかし

　実例を３つ挙げる。
みおつくし工業用水コンセッション（株）：前田建設工業

1
を代表企業とす

る特別目的会社が、大阪市の工業用水道事業者として管路や浄配水設備の
点検・維持管理・更新や料金収受を含めて一体的な工業用水道事業の運営
を行う、管路も含めた工業用水道の日本初のコンセッション（公共事業運営）
事業。自治体の財政負担を軽減して民間の力で効率化やサービス向上を目
指す。１：高い技術力を持つ準大手ゼネコン。
北海道更別村スーパービレッジ構想：政府主導の「デジタル田園都市国家構

想」の最先端のパイロットケースとして認定され、更別村と（株）長大
2
や地

元企業が主体となる官民連携によって、先端デジタル技術を活かした地域
経済活性化によるみらいのまちづくりを目指すプロジェクト。２：長大橋梁の設
計を数多く手がけているコンサルタント会社。

防災DXによる災害時の防災行政マネジメントの支援検証：避難対応を行
う自治体の負担軽減のために、円滑で効率的な情報収集・伝達が可能な防
災マネジメントシステムを開発し、東京都八丈町での社会実験を通して、防
災行政への DX導入の必要性と有効性を実証した（株）オリエンタルコンサ
ルタンツ

3
のプロジェクト。強靭化大賞の最優秀賞受賞。３：大手総合建設コンサ

ルタント

　建設業界には、労働環境改善・DX 推進・採用戦略見直し・環境対応強
化などへの取組みは必要であるが、この背景には建設業が業務を受注する
請負業であるという体質もある。ここに挙げた企業は、自らの事業を受注
型から経営型へ、請負型から課題解決型へ展開して、自由度のある新たな
成長を目指しており、建設業界の将来への先導的役割を果している。農林
水産観光業という基幹産業と広大で豊かな自然環境、さらには多様なエネ
ルギー資源に恵まれている北海道には限りない可能性がある。道内のイン
フラを支える建設業の将来へ新しい扉を開くために、企業と行政の熱意と
気概を望まずにはいられない。

建設業界の可能性
自由度のある成長を目指して

　

他
言
語
と
比
較
す
る
と
、
英
語
の

綴
り
字
と
発
音
の
乖
離
は
ひ
と
き
わ

著
し
い
。
そ
の
外
的
要
因
と
し
て
、

英
語
と
い
う
言
語
が
辿
っ
た
歴
史
が

あ
る
。
ノ
ル
マ
ン
征
服
と
そ
の
後
の

フ
ラ
ン
ス
語
の
影
響
、
近
代
英
語
期

に
お
け
る
語
源
的
綴
り
字
の
影
響
な

ど
で
あ
る
。
加
え
て
、
英
語
に
潜
む

内
的
要
因
（
中
英
語
後
期
か
ら
近
代

英
語
初
期
に
起
こ
っ
た
大
母
音
推
移

な
ど
）
に
よ
り
綴
り
字
と
発
音
が
乖

離
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
各
単
語
が
辿
っ

た
歴
史
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、

表
面
的
に
綴
り
字
と
発
音
を
見
て
い

る
だ
け
で
は
、
す
べ
て
に
通
底
す
る

規
則
性
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ

る
。

　

本
学
術
研
究
助
成
事
業
で
は
、
中

英
語
後
期
か
ら
16
世
紀
半
ば
頃
に

起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
無
声
摩
擦
音
の

有
声
音
化
の
現
象
を
取
り
上
げ
、
改

め
て
綴
り
字
と
発
音
の
乖
離
の
実
態

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
。
こ
の
時
期
に
直
前
の

母
音
に
強
勢
が
な
い
か
、
も
し
く

は
弱
い
場
合
、[f, s, ks, 

θ, 
tʃ]

は
有
声
音
化
し
た
。
こ
の
有
声

音
化
は
、
紀
元
前
２
０
０
０
年
か
ら

１
５
０
０
年
頃
に
印
欧
祖
語
か
ら
ゲ

ル
マ
ン
語
派
が
分
化
し
た
際
に
起

こ
っ
た
閉
鎖
音
の
組
織
的
推
移
の
中

で
、
例
外
と
さ
れ
た
音
変
化
を
説
明

す
る
ヴ
ェ
ル
ネ
ル
の
法
則
を
想
起
さ

せ
る
た
め
、イ
ェ
ス
ペ
ル
セ
ン
は「
英

語
に
お
け
る
ヴ
ェ
ル
ネ
ル
の
法
則

Verner's Law in English

」

と
呼
ん
だ
。

　

本
来
の
ヴ
ェ
ル
ネ
ル
の
法
則
と

は
、
印
欧
祖
語
の[p, t, k, s]

が
そ
の
直
前
に
強
勢
を
持
た
な
い

場
合
、
ゲ
ル
マ
ン
語
派
で
は
有
声

音
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
と
類
似
す
る
現
象
が
14

世
紀
か
ら
16
世
紀
頃
の
英
語
に
も

起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
痕
跡

は
、
現
代
英
語
に
も
見
ら
れ
、
例
え

ば
、luxúrious

は
ｘ
の
直
前
の

母
音
ｕ
に
強
勢
が
な
い
た
め
（
標
準

的
に
は
）[-ɡʒ-]

と
有
声
音
で
発

音
さ
れ
る
が
、
対
照
的
に
そ
の
名

詞
形lúxury

は
直
前
の
母
音
ｕ

に
強
勢
が
あ
る
た
め
、
そ
の
法
則

は
適
用
さ
れ
ず[-kʃ-]

と
発
音
さ

れ
る
。
そ
の
理
屈
を
適
用
す
れ
ば
、

rèlaxátion

も
直
前
の
母
音
ａ
に

強
勢
が
な
い
た
め[-ɡz-]

と
な
る

は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
の
発
音
は

無
声
音
の
ま
ま
の[-ks-]

で
あ
る
。

イ
ェ
ス
ペ
ル
セ
ン
で

あ
れ
ばrelax

の
発

音[-ks]

の
類
推
に

よ
る
と
説
明
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
関
連
し
て
興
味
深
い
の

は
、
日
本
語
で
は
通
常
「
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
表
記
し
「
ゼ
ー
」

と
濁
音
が
現
れ
る
点
で
あ
る
。「
オ
ー

ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
と
の
類
推
に

よ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、「
ゼ
ー
」

の
部
分
に
高
さ
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ

る
た
め
に
濁
音
化
、
す
な
わ
ち
有

声
音
化
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
今
日
のknowledge

に
相
当
す
る
中
英
語knówleche

の
語
末
子
音
は
、
そ
の
綴
り
字
通

り
無
声
音
だ
っ
た
が
、
強
勢
は
ｏ

に
あ
り
、-che

の
直
前
の
ｅ
で
は

な
か
っ
た
た
め
有
声
音
化
し
、
そ

の
後
、
発
音
に
合
わ
せ
て
綴
り
字

もknowledge

へ
と
変
化
し
た
。

し
か
し
、spínach, sándw

ich

の
よ
う
に
発
音
は[-dʒ]

と
な
っ

て
も
、
相
変
わ
ら
ず
元
の
綴
り
字

-ch

を
使
い
続
け
て
い
る
語
も
少
な

か
ら
ず
あ
る
。
も
っ
と
も
、
今
日
で

は
綴
り
字
発
音
が
優
先
す
る
結
果
、

無
声
音
の[-tʃ]

へ
と
回
帰
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

綴
り
字
と
発
音
の
乖
離
を
解
消
す

る
に
は
、
一
方
を
他
方
に
合
わ
せ
る

以
外
に
な
い
が
、
発
音
の
変
化
に
合

わ
せ
て
綴
り
字
を
改
変
す
る
の
は
現

代
に
お
い
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

と
す
れ
ば
残
る
方
策
は
、
綴
り
字
に

合
わ
せ
て
発
音
を
変
え
て
い
く
綴
り

字
発
音
の
採
用
が
現
実
的
な
対
応
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

北
海
道
小
樽
市
出
身
。
北
海
道
大
学
文
学
部
文
学
科
英
語
英
米
文
学
専
攻
課
程
卒
業
。
北
海

道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
米
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
、
同
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
。
専
攻
は
英
語
学
。
東
日
本
学
園
大
学
教
養
部
講
師
（
現　

北
海
道
医
療
大
学
）、

釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部
講
師
を
経
て
、
１
９
９
２
年
よ
り
北
海
学
園
大
学
教
養
部
助
教
授
、

１
９
９
８
年
よ
り
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
助
教
授
、
２
０
０
３
年
よ
り
同
教
授
（
現
職
）。

専
門
は
言
語
学
、
英
語
学
（
形
態
論
、
統
語
論
、
英
語
史
）。
日
本
英
文
学
会
、
日
本
英
語
学
会
、

日
本
歴
史
言
語
学
会
、ア
メ
リ
カ
言
語
学
会
（Linguistic Society of America

）
な
ど
に
所
属
。

綴
り
字
と
発
音
の
乖
離
解
消
は
至
難
の
業
か

英語の歴史的言語学的
変化に関する研究

北海学園学術研究助成事業報告35

研究
課題

北海学園学術研究助成事業報告35

人文学部教授  上
うえ

野
の

誠
せい

治
じ

関連資料

社会研究の人間的側面

　

私
は
14
年
以
上
に
わ
た
り
、

批
評
的
リ
ア
リ
ズ
ム（Critical 

Realism
, 

Ｃ
Ｒ
）
と
い
う
科

学
哲
学
を
学
び
、
実
践
し
て
き

ま
し
た
。
Ｃ
Ｒ
は
、「
存
在
論
的

階
層
性
」「
認
識
論
的
相
対
主
義
」

「
判
断
的
合
理
性
」
と
い
う
３
つ

の
核
心
原
則
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｒ
の
主
た
る
目
的
は
、

社
会
科
学
に
お
け
る
実
証
主
義

や
解
釈
主
義
の
概
念
的
・
方
法

論
的
限
界
を
克
服
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｒ
を
学
ぶ
こ
と

は
、
困
難
で
、
集
中
的
で
、
魅

力
的
で
、
そ
し
て
確
か
に
思
考

を
変
え
る
よ
う
な
知
的
な
旅
で

し
た
。
し
か
し
、
時
が
経
つ
に

つ
れ
て
、
ル
ー
テ
ィ
ン
が
形
成

さ
れ
、定
着
し
、支
配
的
に
な
り
、

知
的
進
歩
の
可
能
性
を
脅
か
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
英
国
サ
ウ
サ
ン

プ
ト
ン
大
学
で
１
年
間
の
在
外

研
修
を
取
得
で
き
た
こ

と
は
、
私
の
キ
ャ
リ
ア

に
お
い
て
絶
好
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
し
た
。
サ
ウ
サ

ン
プ
ト
ン
で
の

時
間
、
英
国
各

地
へ
の
旅
、
そ

し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
活
動
を

通
じ
て
、
私
は
、

刑
事
司
法
や
法

執
行
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
、
医

療
・
看
護
、
デ

ジ
タ
ル
経
済
、
人
類
学
、

社
会
学
、
教
育
心
理
学
、

臨
床
心
理
学
な
ど
、様
々

な
分
野
で
Ｃ
Ｒ
を
用
い

て
研
究
を
行
っ
て
い
る

社
会
科
学
者
と
交
流
を
深
め
、

関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
特

に
学
際
性
や
倫
理
を
め
ぐ
る
ア

イ
デ
ア
の
自
由
な
交
換
を
通
じ

て
、
応
用
言
語
学
や
社
会
言
語

学
の
研
究
に
お
け
る
哲
学

的
基
盤
を
さ
ら
に
深
く
理

解
し
、
学
際
的
な
社
会
研

究
に
内
在
す
る
複
雑
性
と

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

同
僚
の
皆
様
、
北
海
学
園

大
学
、
そ
し
て
サ
ウ
サ
ン

プ
ト
ン
大
学
お
よ
び
カ
リ

ン
・
ゾ
ッ
ツ
マ
ン
教
授
に

は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

在
外
研
修
は
、
研
究

活
動
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
は

何
百
冊
も
の
書
籍
や
論
文
、
そ

の
他
の
情
報
源
に
目
を
通
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
研

究
を
本
質
的
に
理
解
し
、
そ
れ

を
ど
う
改
善
す
る
か
、
そ
し
て

な
ぜ
そ
れ
が
地
球
上
の
生
命
に

と
っ
て
必
要
な
の
か
を
理
解
す

る
に
は
、
私
た
ち
の
仕
事
の
「
人

間
的
側
面
」
を
深
く
理
解
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
研
究
は
、
人
間
と
世
界

に
対
す
る
強
烈
で
持
続
的
な
好

奇
心
、「
真
理
」
の
主
張
に
対
す

る
懐
疑
、
真
理
を
主
張
す
る
自

信
、
そ
し
て
未
来
へ
の
共
通
の

関
心
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を

理
解
す
べ
き
で
す
。
研
究
者
を
、

ま
ず
「
人
」
と
し
て
捉
え
、
そ

の
複
雑
な
世
界
の
中
で
理
解
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
が

ど
の
よ
う
に
研
究
を
行
い
、
自

ら
の
行
動
を
ど
う
解
釈
し
て
い

る
の
か
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
在
外
研
修
は
、
そ
れ

が
可
能
に
な
る
理
想
的
な
状
況

を
提
供
し
ま
す
。

イギリス、サウサンプトン大学人文学部での著者の初日

イギリス /サウサンプトン大学

（専門：社会言語学）

人文学部教授 ブシャー ジェレミ

　

本
学
の
教
育
・
研
究
と
そ
の

成
果
を
、
出
版
を
通
し
て
社
会

に
寄
与
す
べ
く
２
０
１
９
年
４

月
１
日
に
発
足
し
た
「
北
海
学

園
大
学
出
版
会
」。
昨
年
度
ま
で

学
術
書
10
冊
と
、「
し
ま
ふ
く
ろ

う
新
書
」
３
冊
を
刊
行
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
書
『
書
棚
か
ら

歌
を
二
〇
二
一
│
二
〇
二
五
』

（
人
文
学
部
教
授
・
田
中
綾
著
）

と
、
学
術
書
２
冊
『
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

と
統
計
利
用
の
課
題
│
生
活
扶

助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
経
済
学
的
検

証
│
』（
経
済
学
部
准
教
授
・
鈴

木
雄
大
著
）、『
勾
留
理
由
開
示

制
度
再
考
│
勾
留
手
続
の
司
法

的
抑
制
を
模
索
す
る
│
』（
法
学

研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
修
了
・

石
田
真
紀
子
著
）
を
刊
行
予
定
。

　

出
版
物
は
北
海
学
園
大
学
生

活
協
同
組
合
、
紀
伊
國
屋
書
店

札
幌
本
店
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
で

販
売
し
て
い
る
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、
庶
務
課
学
術
係
ま
で
。

北
海
学
園
大
学
出
版
会

今
年
度
３
冊
刊
行
予
定

10
月
２
日
、同
窓
会
（
豊
平
会
）

は
第
Ⅰ
種
奨
学
金
（
学
業
成
績

及
び
人
物
、学
術
、文
芸
、ス
ポ
ー

ツ
な
ど
に
お
い
て
優
れ
て
い
る

学
生
へ
の
給
付
型
の
奨
学
金
）
の

授
与
式
を
挙
行
し
、
今
年
度
選

考
さ
れ
た
18
名
の
奨
学
生
に
対

し
て
、
関
寛
同
窓
会
会
長
か
ら

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
る
と
と

も
に
、
認
定
証
が
授
与
さ
れ
た
。

授与式には、奨学生、同窓会会長をはじめとする同窓会役員、学長、
各学部長が出席

北
海
学
園
大
学
同
窓
会

第
Ⅰ
種
奨
学
金
認
定
証
授
与

10
月
３
日
、
教
育
振
興
会
は

奨
学
金
Ｂ
（
学
業
成
績
が
特
に
優

れ
て
い
る
学
生
へ
の
給
付
型
の

奨
学
金
）
の
授
与
式
を
挙
行
し
、

今
年
度
選
考
さ
れ
た
９
名
の
奨

学
生
に
対
し
て
、
森
下
宏
美
学
長

か
ら
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
る

と
と
も
に
、賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

授与式には、奨学生、学長、各学部長、教育振興委員長をはじめとす
る関係者が出席

教
育
振
興
資
金

奨
学
金
Ｂ
賞
状
授
与
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作家の河﨑秋子氏

　

経
済
学
部
は
10
月
３
日
、
Ｃ

31
番
教
室
に
お
い
て
、
卒
業
生

で
作
家
の
河
﨑
秋
子
氏
を
講
師

に
迎
え
て
「
北
海
道
経
済
論
」
の

特
別
授
業
が
行
わ
れ
た
。

　

河
﨑
氏
は
２
０
０
２
年
に
本
学

を
卒
業
後
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
綿
羊
飼
育
を
学
ん
だ
。
帰
国

後
は
、
別
海
に
あ
る
実
家
の
牧

場
で
羊
飼
い
を
し
な
が
ら
執
筆

活
動
を
続
け
、『
颶
風
の
王
』
で

２
０
１
４
年
三
浦
綾
子
文
学
賞

と
２
０
１
６
年
Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事

文
化
賞
、
２
０
１
９
年
『
肉

弾
』
で
第
21
回
大
藪
春
彦
賞
、

２
０
２
０
年
『
土
に
贖
う
』

で
第
39
回
新
田
次
郎
文
学
賞

な
ど
数
々
の
文
学
賞
を
受
賞
。

２
０
２
４
年
に
は
『
と
も
ぐ

い
』
が
直
木
賞
を
受
賞
し
た
。

　

河
﨑
氏
は
、
北
海
道
の
熊

問
題
に
つ
い
て
、
熊
の
学
習

能
力
の
高
さ
と
記
憶
力
の
良

さ
、
執
着
と
い
う
特
徴
に
触

れ
、
加
害
し
た
熊
の

駆
除
が
必
要
で
あ
る

一
方
、
善
意
に
よ
る

様
々
な
意
見
が
あ
る

こ
と
に
言
及
。
野
生

動
物
に
関
わ
る
現
場

と
、
そ
う
で
は
な
い

人
た
ち
と
の
意
見
の

相
違
を
語
っ
た
。
ま
た
、

牛
乳
・
乳
製
品
の
過
不

足
な
ど
畜
産
業
の
課
題
に
つ
い
て

消
費
者
の
様
々
な
意
見
に
理
解
を

示
し
な
が
ら
も
、
都
度
命
の

選
択
を
迫
ら
れ
な
が
ら
成
り

立
つ
畜
産
の
現
場
に
と
っ
て

は
一
面
的
で
あ
る
こ
と
を
、

自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が

ら
話
し
た
。

　

社
会
的
な
議
論
や
情
報
発

信
と
い
っ
た
言
葉
の
使
い
方

に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
意
見

交
換
を
し
や
す
く
な
っ
た
反

面
、
取
り
扱
い
が
と
て
も
難

し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
感

覚
が
あ
る
と
い
う
。
学
生
た

ち
へ
「
取
り
扱
い
注
意
の
言

葉
を
う
ま
く
使
っ
て
、
世
の

中
を
サ
バ
イ
ブ
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
言
葉
は
劇
薬
で
も

あ
り
、
も
の
す
ご
い
薬
に
も

な
る
。
小
説
と
い
う
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
に
も
た
ま
に
は
触
れ
て
み

て
ほ
し
い
」
と
伝
え
た
。

経
済
学
部
北
海
道
経
済
論

北海道の自然と産業、現場だからわかること

講
師
に
作
家
・
河
﨑
秋
子
氏

（
経
済
学
部
Ｏ
Ｇ
）

令和７年度「豊平会」総会・懇親会

今年も大いに盛り上がった懇親会

左から常谷内野手、髙谷投手、森下学長、
工藤投手、島崎監督

　

令
和
７
年
度
同
窓
会
「
豊
平
会
」
総

会
・
懇
親
会
（
同
窓
の
夕
べ
）
が
10

月
25
日
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
総
会
に
先
立
ち
全
国
支
部

長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
支
部
活
動
の
報

告
・
意
見
交
換
と
、
工
学
部
・
新
沼
協

准
教
授
に
よ
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
地

域
へ
―
学
生
が
挑
む
ワ
イ
ン
研
究
と
新

た
な
広
が
り
」
と
題
し
た
特
別
講
演
を

行
っ
た
。　

　

総
会
・
懇
親
会
に
は
約
５
５
０
名
が

出
席
。
は
じ
め
に
、
10
月
23
日
に
プ

ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
指
名
を
受
け

た
硬
式
野
球
部
の
工
藤
泰
己
さ
ん
（
広

島
４
位
・
経
済
学
部
４
年
）、
髙
谷
舟

さ
ん
（
オ
リ
ッ
ク
ス
５
位
・
経
済
学
部

４
年
）、
常
谷
拓
輝
さ
ん
（
日
ハ
ム
育

成
１
位
・
人
文
学
部
４
年
）
に
花
束
贈

呈
が
あ
り
、
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

学
校
法
人
北
海
学
園
安
酸
敏
眞
理
事
長

に
よ
る
祝
杯
を
あ
げ
た
後
の
懇
談
で

は
、
旧
友
と
の
近
況
報
告
や
昔
話
に
花

が
咲
い
た
。

　

ス
タ
デ
ィ
小
山
さ
ん
（
平
成
３
年
法

学
部
卒
業
）
の
ラ
イ
ブ
や
、
恒
例
の
豪

華
景
品
が
当
た
る
学
園
グ
レ
イ
ト
ビ
ン

ゴ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
全

学
応
援
団
指
導
部
の
エ
ー
ル
で
学
生

歌
を
全
員
で
斉
唱
し
、
会
場
は
一
体
感

に
包
ま
れ
た
。
同
窓
会
副
会
長
板
垣
俊

夫
氏
に
よ
る
三
本
締
め
で
お
開
き
と
な

り
、
今
年
も
盛
大
な
同
窓
の
夕
べ
と

な
っ
た
。

「シングル・スタンダード時代」と
コーポレート・ガバナンス

　
「
こ
れ
か
ら
は
、
従
来
の
ダ

ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
は
な

く
、
シ
ン
グ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
時
代
に
な
る
。」

　

こ
れ
は
、
筆
者
が
大
学
時
代

に
受
講
し
た
会
社
法
の
講
義
を

担
当
さ
れ
た
先
生
の
一
言
で

あ
っ
た
。
今
か
ら
約
20
年
前

の
話
で
あ
る
が
、
会
計
基
準
と

い
う
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
研

究
対
象
に
し
て
い
る
筆
者
に
は

重
み
の
あ
る
言
葉
で
あ
り
、
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
一
言
は
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
（
企
業
統
治
）
の

在
り
方
に
注
目
が
集

ま
る
昨
今
に
お
い
て
、

多
く
の
人
々
に
も
関

わ
る
身
近
な
テ
ー
マ

と
い
え
る
。

　

持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が

国
連
で
採
択
さ
れ
て

以
降
、
環
境
・
社
会
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
（
Ｅ
Ｓ

Ｇ
）
問
題
に
対
し
て

も
世
界
的
に
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
問
題
は
、
上
場
企
業
に

よ
る
粉
飾
決
算
が
明
ら
か
に
な

る
度
に
、
会
計
学
の
領
域
で
も

議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
で

は
、環
境
（
Ｅ
）
や
社
会
（
Ｓ
）

の
問
題
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
（
Ｇ
）
の
問
題
が

問
わ
れ
て
い
る
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
機
能
さ

せ
る
た
め
に
は
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令

遵
守
）
の
意
識
を
社
内

に
根
付
か
せ
る
必
要

が
あ
る
が
、「
本
来
の

ル
ー
ル
と
違
っ
て
、
現

場
の
慣
例
で
は
あ
る

程
度
は
見
逃
さ
れ
る
」

と
い
っ
た
ダ
ブ
ル
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
が
許
さ

れ
る
よ
う
で
は
、
徹
底

さ
れ
な
い
。
し
か
し
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
に

疑
念
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
問
題

が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
た
と
え

大
企
業
で
あ
っ
て
も
得
意
先
か

ら
取
引
を
打
ち
切
ら
れ
、
業
績

に
直
結
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
業
界
や
現
場
の
慣
例
」
を
全

て
否
定
す
る
必
要
は
な
い
が
、

そ
れ
ら
を
疑
い
な
く
受
け
入
れ

続
け
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ

た
。「
昔
は
許
さ
れ
た
」
と
懐

か
し
ん
で
い
る
暇
は
な
く
、
現

代
社
会
に
合
わ
せ
た
対
応
を
、

会
社
の
ト
ッ
プ
か
ら
現
場
レ
ベ

ル
ま
で
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

冒
頭
の
シ
ン
グ
ル
・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
ま
つ
わ
る
一
言
は
、

「
わ
ざ
わ
ざ
言
う
ま
で
も
な
い
」

と
も
思
え
る
も
の
だ
っ
た
が
、

ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
時
代

の
終
わ
り
を
示
唆
す
る
言
葉
と

し
て
は
、
特
別
な
意
味
合
い
を

含
む
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
先

生
の
一
言
を
胸
に
抱
き
つ
つ
、

会
計
基
準
と
企
業
経
営
の
研
究

を
続
け
て
い
き
た
い
。

経営学部講師

川
かわ

津
づ

大
だい

樹
き

工学部建築学科学生チームの発表会を開催
教育会館１階ホール改修計画

　

令
和
７
年
８
月
22
日
、
学

校
法
人
北
海
学
園
本
部
事
務

局
に
て「
教
育
会
館
１
階
ホ
ー

ル
改
修
計
画
案
建
築
学
科
学

生
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
第
１
体
育
館
の
建

て
替
え
計
画
に
伴
う
教
育
会

館
１
階
ホ
ー
ル
の
改
修
計
画

と
し
て
、
工
学
部
建
築
学
科

内
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
全
11
名
の
大
学

院
生
・
学
生
の
う
ち
５
名
の

大
学
院
生
・
学
生
チ
ー
ム
が
、

自
分
た
ち
の
作
成
し
た
３
つ

の
改
修
計
画
案
を
関

係
者
に
披
露
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
通
し

て
学
生
か
ら
は
、「
本

学
を
単
な
る
使
う
場

所
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
が
意
見
を
出
し
て

未
来
を
形
作
れ
る
存
在
な
の

だ
と
気
づ
き
愛
着
が
深
ま
っ

た
」、「
一
つ
の
問
い
に
対
し

て
向
か
う
メ
ン
バ
ー
が
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
ク

オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
に
大
変
驚

き
、
最
高
の
案
が
で
き
た
と

思
う
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

今
回
の
発
表
会
は
、
学
生

た
ち
が
日
頃
の
学
び
を
実
践

す
る
貴
重
な
機
会
と
な
る
と

同
時
に
、

大
学
の
将

来
を
担
う

施
設
改
修

に
お
い

て
、
若
者

の
斬
新
な

ア
イ
デ
ア

を
取
り
入

れ
る
有
意

義
な
場
と

な
っ
た
。

発表された改修案

参加した学生たち

　

本
学
で
は
、
米
な
ど
の
食
料
品
価
格
高

騰
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
学
生
に
対
し
、
日
本
学

生
支
援
機
構
の
助
成
を
受
け
た
「
物
価
高

に
対
す
る
食
の
支
援
事
業
」
を
10
月
20

日
〜
24
日
、
北
海
学
園
生
活
協
同
組
合

の
協
力
の
う
え
豊
平
校
舎
お
よ
び
山
鼻

校
舎
で
行
っ
た
。
支
援
品
レ
ト
ル
ト
の
ご

は
ん
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な
ど
４
種
の

セ
ッ
ト
約
５
０
０
名
分
を
、
事
前
申
込
の

あ
っ
た
学
生
に
配
付
し
た
。

　

ま
た
、
医
務
室
主
催
の
「
健
康
イ
ベ
ン

ト
」
も
同
時
開
催
し
、
多
く
の
学
生
が
参

加
し
た
。

物
価
高
に
対
す
る
食
の
支
援
事
業

お
よ
び
健
康
イ
ベ
ン
ト
実
施

「物価高に対する食の支援事業」の様子

「健康イベント」の様子

10
月
６
日
の
北
海
道
新
聞
「
学

び
ｅ
ｙ
ｅ
」
に
、
図
書
館
サ
ー

ク
ル
「
お
お
ぐ
ま
座
」
の
紹
介

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

記
事
は
「
多
彩
な
『
推
し
本
』

広
が
る
世
界
」
と
題
し
て
、
北
海

道
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
取
り
上
げ
、
高

校
生
や
大
学
生
に
そ
の
魅
力
や
お

す
す
め
の
本
を
聞
い
て
い
る
。
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、
発
表
者
た
ち

が
お
も
し
ろ
い
と
思
う
本
１
冊
を

５
分
で
紹
介
し
、
参
加
者
全
員
が

一
番
読
み
た
い
と
思
っ
た
本
に
一

票
を
投
じ
て
「
チ
ャ
ン
プ
本
」
を

決
め
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
。

　

お
お
ぐ
ま
座
は
、
人
文
学
部

生
を
中
心
に
昨
年
発
足
し
た
。

大
学
図
書
館
の
利
活
用
に
つ
い

て
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る
展

示
や
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
全
国

大
会
出
場
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
る
。
記
事
で
は
同
サ
ー
ク
ル

の
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
推

し
本
」
と
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

の
魅
力
や
全
国
大
会
の
過
去
の

ス
ピ
ー
チ
を
考
察
し
た
内
容
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
お
お
ぐ

ま
座
顧
問
の
人
文
学
部
・
田
中

綾
教
授
は
、
学
生
の
読
書
離
れ

を
解
消
す
べ
く
、
10
年
以
上
前

か
ら
ゼ
ミ
で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

を
取
り
入
れ
て
お
り
、
そ
の
教

育
的
効
果
に
つ
い
て
「
本
の
読

み
ど
こ
ろ
を
的
確
に
伝
え
る
プ

レ
ゼ
ン
能
力
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
が
鍛
え
ら
れ
る
」
と
話
し
た
。

図
書
館
サ
ー
ク
ル「
お
お
ぐ
ま
座
」

北
海
道
新
聞
に
紹
介
記
事
掲
載

お
お
ぐ
ま
座
が
掲
載
さ
れ
た

北
海
道
新
聞
の
記
事
は
こ
ち
ら

北
海
学
園
大
学
同
窓
会

『
豊
平
会
報
』

北
海
学
園
大
学
同
窓
会

で
発
行
し
て
い
る
『
豊
平

会
報
』
を
下
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
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学
校
法
人
北
海
学
園
と
カ
ナ

ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
の

交
流
協
定
に
基
づ
き
、
令
和
７

年
度
第
２
学
期
の
交
換
教
員
と

し
て
ホ
ー
グ
ミ
シ
ェ
ル
准
教
授

が
９
月
17
日
、
本
学
に
着
任
し

た
。
ホ
ー
グ
准
教
授
は
、
本
学

の
「
カ
ナ
ダ
の
自
然
と
社
会
Ⅱ
」

を
担
当
す
る
。
任
期
は
12
月
11

日
ま
で
。

教
員
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
か
ら

ホ
ー
グ
准
教
授
着
任講義をするホーグ准教授

  
本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員
の

研
究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と
と

も
に
紹
介
す
る
「
研
究
室
を
訪

ね
て
」。
第
二
十
一
回
は
、
刑
法

Ⅱ
な
ど
の
授
業
を
担
当
す
る
法

学
部
の
瀬
川
行
太
准
教
授
の
登

場
で
す
。

ー
ー
先
生
は
北
海
道
大
学
か
ら
同

大
学
院
に
て
博
士
号
を
取
得
し
、

現
在
ま
で
法
学
ひ
と
筋
と
い
う

印
象
で
す
。
も
と
も
と
法
律
に

興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

瀬
川

え
え
。
で
も
、
高
校
で

は
医
学
部
志
望
の
人
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
最
初
は
医
学

部
志
望
で
し
た
。
一
浪
し
て
北

大
工
学
部
に
入
り
、
ど
の
授
業

を
取
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
と

き
に
、
所
属
学
部
に
か
か
わ
ら

ず
履
修
で
き
る
「
犯
罪
と
法
」

と
い
う
半
期
の
ゼ
ミ
を
見
つ
け

ま
し
た
。
履
修
希
望
者
が
多
か
っ

た
の
で
、
抽
選
科
目
だ
っ
た
の

で
す
が
、
運
よ
く
抽
選
に
当
た

り
履
修
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が

お
も
し
ろ
く
、
す
っ
か
り
は
ま
っ

て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
こ

の
こ
と
が
、
法
学
部
へ
転
部
す

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

ー
ー
そ
の
お
も
し
ろ
さ
と
は
何
で

し
ょ
う
？

瀬
川　

私
は
答
え
が
一
つ
に
バ

チ
ッ
と
決
ま
る
数
学
が
す
ご
く

好
き
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
刑
法
は

数
学
と
同
様
、
論
理
的
に
考
え

る
一
方
で
、、
答
え
が
一
つ
で
は

な
い
点
が
、新
鮮
で
し
た
。
ま
た
、

刑
法
上
の
問
題
に
つ
い
て
皆
で

議
論
し
て
、
色
々
な
見
解
が
出

さ
れ
た
後
で
、「
あ
な
た
は
ど
れ

が
妥
当
と
考
え
ま
す
か
」
と
問

わ
れ
る
、
そ
の
過
程
も
魅
力
的

に
思
え
ま
し
た
。

ー
ー
工
学
部
か
ら
法
学
部
へ
の
転

部
は
珍
し
い
で
す
ね
。

瀬
川　

そ
う
で
す
ね
。
転
部
の

話
を
す
る
と
大
抵
の
人
に
は
驚

か
れ
る
の
で
、
私
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
は
そ
う
多
く
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
時
に
、
転
部
す
る

か
ら
に
は
大
学
院
の
博
士
課
程

ま
で
行
き
、
研
究
者
を
目
指
そ

う
と
考
え
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
三
年
生
か
ら
法

学
部
に
転
部
し
て
卒
業
は
で
き

た
の
で
す
が
、
大
学
院
入
試
は

不
合
格
で
し
た
。
残
さ
れ
た
選

択
肢
は
、
既
卒
と
し
て
就
職
活

動
を
始
め
る
か
、
公
務
員
採
用

試
験
を
受
け
る
か
、
も
う
一
回

大
学
院
入
試
を
受
け
る
か
の
三

つ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
よ
く
考

え
て
、
大
学
院
入
試
に
再
度
挑

戦
し
て
合
格
し
、
な
ん
と
か
研

究
者
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
は
私
の
父
は
、
か

つ
て
本
学
の
ド
イ
ツ
語
の
研
究

者
で
し
た
。
大
学
院
進
学
や
研

究
職
を
目
指
す
こ
と
に
は
理
解

の
あ
る
環
境
で
育
っ
た
の
で
、

そ
の
点
は
恵
ま
れ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

ー
ー
現
在
担
当
さ
れ
て
い
る
講
義

は
刑
法
基
礎
と
刑
法
Ⅱ
で
す
。

瀬
川　

刑
法
Ⅱ
は
、
刑
法
各
論

と
い
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪

に
つ
い
て
そ
の
事
例
、
犯
罪
の

成
立
要
件
や
裁
判
例
を
ま
と
め

た
レ
ジ
ュ
メ
を
配
り
、
そ
れ
を

元
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
殺
人
罪
。
日
本
の
刑

法
に
影
響
を
与
え
た
ド
イ
ツ
刑

法
で
は
、
殺
害
方
法
や
殺
害
動

機
な
ど
に
よ
っ
て
、
謀
殺
か
故

殺
か
に
区
別
さ
れ
ま
す
が
、
日

本
の
刑
法
の
条
文
に
は
、「
人
を

殺
し
た
者
は
、
死
刑
又
は
無
期

若
し
く
は
五
年
以
上
の
拘
禁
刑

に
処
す
る
」
と
あ
る
だ
け
で
す
。

ま
た
、
殺
人
罪
の
対
象
と
な
る

「
人
」
の
定
義
も
あ
り
ま
せ
ん
。

出
産
中
に
、
母
体
か
ら
胎
児
が

頭
部
を
現
し
た
と
こ
ろ
で
、
第

三
者
が
殺
意
を
も
っ
て
胎
児
の

顔
面
を
圧
迫
し
て
殺
害
し
た
場

合
、
殺
人
罪
が
成
立
す
る
か
ど

う
か
は
、
そ
の
胎
児
を
人
と
み

な
す
か
ど
う
か
に
よ
り
ま
す
。

「
出
産
し
て
初
め
て
人
だ
」
と
い

う
意
見
の
ほ
か
、「
一
部
で
も
母

体
か
ら
出
て
い
れ
ば
人
だ
」、「
陣

痛
が
始
ま
っ
た
段
階
か
ら
人
だ
」

な
ど
、
論
者
の
価
値
観
に
基
づ

い
た
さ
ま
ざ
ま
な
主
張
が
あ
り
、

議
論
に
な
り
ま
す
。
最
高
裁
の

判
決
が
出
た
場
合
も
、
そ
れ
が

必
ず
し
も
正
し
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

刑
法
は
論
理
的
で
説
得
力
の

あ
る
見
解
が
求
め
ら
れ
る
学
問

で
す
が
、
条
文
が
簡
潔
で
、
そ

の
分
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
部
分

が
大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。

ー
ー
胎
児
と
言
え
ば
、
明
治
後
期

に
で
き
た
堕
胎
罪
が
今
も
残
っ

て
い
ま
す
ね
。

瀬
川　

は
い
。
堕
胎
罪
は
、
主

に
胎
児
の
生
命
を
保
護
す
る
た

め
の
も
の
で
す
が
、
実
際
に
堕

胎
罪
が
適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
れ
は
、
堕
胎
は
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
母
体

保
護
法
が
規
定
す
る
人
工
妊
娠

中
絶
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
事

情
に
よ
る
も
の
で
す
。

ー
ー
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い

て
教
え
て
下
さ
い
。

瀬
川　
「
危
険
の
引
受
け
」
と
「
同

時
存
在
原
則
」
で
す
。「
危
険
の

引
受
け
」
と
は
、
被
害
者
が
危

険
を
認
識
し
た
が
、
あ
え
て
そ

れ
を
引
受
け
て
行
為
に
出
た
と

こ
ろ
、
不
運
に
も
結
果
が
発
生

し
た
場
合
に
、
犯
罪
の
成
否
は

ど
う
な
る
か

と
い
う
問
題

で
す
。
例
え

ば
、
荒
天
の

中
、
船
頭
は

危
険
が
あ
る

か
ら
と
引
き

と
め
た
の

に
、
客
が
船

を
出
す
よ
う

に
求
め
、
出

航
後
、
船
が

転
覆
し
て
、

客
が
死
亡
し
船
頭
が
生
き
残
っ

た
場
合
に
、
船
頭
は
処
罰
さ
れ

ま
す
か
と
い
う
も
の
で
す
。
最

近
で
は
、
山
岳
ガ
イ
ド
が
率
い

る
ツ
ア
ー
の
遭
難
事
故
な
ど
で

も
問
題
に
な
り
ま
す
。

ー
ー
「
同
時
存
在
原
則
」
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
。

瀬
川　

例
え
ば
、
犯
罪
行
為
が

行
わ
れ
る
際
に
、
行
為
者
に
責

任
能
力
が
な
い
と
処
罰
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
「
行

為
と
責
任
の
同
時
存
在
原
則
」
と

呼
び
ま
す
。
で
は
、
大
量
の
お

酒
を
飲
む
な
ど
し
て
自
ら
責
任

無
能
力
状
態
を
招
き
、
人
を
殺

し
た
場
合
に
殺
人
罪
が
成
立
す

る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、

ま
さ
に
同
時
存
在
原
則
と
の
関

係
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う

問
題
と
い
え
ま
す
。

ーー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

瀬
川　

多
角
的
な
視
点
か
ら
物

事
を
考
え
る
こ
と
を
意
識
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
あ
る
視
点
か

ら
の
考
え
方
で
終
わ
り
に
す
る

の
で
は
な
く
、
別
の
視
点
か
ら

考
え
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か

と
い
う
姿
勢
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
理
解
が
深

ま
り
ま
す
し
、
今
ま
で
見
え
て

こ
な
か
っ
た
も
の
が
、
見
え
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

法学部法律学科    

瀬
せ

川
が わ

行
こ う

太
た

准教授

【刑法Ⅱ】

研究室を
訪ねて Vol.

21

北海道大学大学院法学研究科博士後
期課程修了。博士（法学）（北海道大
学）。研究テーマは犯罪論における同
時存在原則、危険の引受け。

瀬川先生の
プチ解説

　死刑制度をめぐる問題の中で最大の争点は、死刑の存
廃をめぐる議論です。死刑を制度上又は事実上廃止した
国は 100ヶ国以上に及び、世界的には死刑廃止の方向に
ありますが、日本では、2024 年の内閣府の世論調査によ
れば、「死刑もやむを得ない」と回答した割合は 83.1% で、
死刑存置論が世論の大勢を占めています。死刑の犯罪抑
止効果に関する主張を除くと、死刑存置論からは、「死刑
を廃止すれば、被害者やその家族の気持ちがおさまらな
い」、「凶悪な犯罪は命をもって償うべき」との主張がなさ
れ、他方で死刑廃止論からは、「国家であっても人を殺す
ことは許されない」、「裁判に誤りがあったときに、取り返
しがつかない」との主張がなされています。この問題を考
えるにあたっては、なぜ国家が罪を犯した者に対して刑罰
を科すことができるのかという点が重要ですが、死刑との
関係ではいまだ見解の一致をみないのが現状といえます。

死刑制度について

先生の趣味のひとつである読書。最近読んでおもしろ
かった、宮島未奈の「成瀬」シリーズ。

条
文
と
の
整
合
性
を

ど
う
取
る
か

簡
潔
な
条
文
か
ら
多
様
な
解
釈

大
切
な
の
は
論
理
性
と
説
得
力

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
な
ら

誰
で
も
知
っ
て
い
る
、
少
な
く

と
も
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
ド

ラ
ッ
カ
ー
。
70
年
以
上
前
に
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
発
明
の
書
『
現
代

の
経
営
』
が
邦
訳
出
版
さ
れ
て

以
来
、
い
ま
だ
に
問
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。「
な
ぜ
ド
ラ
ッ

カ
ー
を
読
む
の
か
？
」。
時
代

を
超
え
て
読
ま
れ
続
け
る
彼
の

魅
力
と
は
何
だ
ろ
う
か
？

　

実
際
、『
現
代
の
経
営
』
は
、

今
な
お
読
者
を
引
き
込
む
魅
力

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
＝
経
営
と
は
単

に
自
社
の
利
益
を
あ
げ
る
の
み

な
ら
ず
、
社
内
に
あ
る
働
き
手

一
人
ひ
と
り
の
強
み
＝
個
性
を

活
か
し
て
組
織
を
活
性
化
し
、

ひ
い
て
は
よ
り
良
き
「
新
し
い

社
会
」
を
実
現
し
て
い
く
も
の

と
さ
れ
る
。「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

に
よ
っ
て
、
社
会
に
あ
る
わ
れ

わ
れ
一
人
ひ
と
り
こ
そ
が
「
新

し
い
社
会
」
実
現
の
主
役
と
な

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
未
来

に
向
け
た
企
業
経
営
の
あ
る
べ

き
姿
、
社
会
の
た
め
の
企
業
、

そ
し
て
何
よ
り
も
そ
れ
ら
を
担

う
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ
と
り
の
な

す
べ
き
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
お

り
、
経
営
倫
理
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
さ
ら

に
今
日
で
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
通

じ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
先
駆
的
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
同
書
を

読
む
誰
も
が
、
自
分
が
な
す
べ

き
「
今
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
を

考
え
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ

れ
は
ま
さ
に
人
と
し
て
の
生
き

方
に
通
じ
る
、
時
代
を
超
え
た

普
遍
的
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
こ

れ
一
冊
で
ド
ラ
ッ
カ
ー
全
著
書

の
ポ
イ
ン
ト
と
全
体
の
展
開
が

つ
か
め
る
」。
30
冊
を
超
え
る

彼
の
全
著
書
を
読
み
通
す
の
は

難
し
い
。
読
む
の
は
、
ど
う
し

て
も
興
味
あ
る
所
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
本
書
は
主

要
著
書
す
べ
て
を
平
易
に
解
説

し
つ
つ
、
全
生
涯
の
考
察
と
し

て
い
か
に
展
開
し
て
い
っ
た
の

か
を
明
快
に
整
理
し
て
い
る
。

　

本
書
で
描
き
出
す
の
は
、
神

格
化
さ
れ
た
ド
ラ
ッ
カ
ー
で
は

な
い
。
タ
イ
ト
ル
「
も
う
一
人

の
ド
ラ
ッ
カ
ー
」
が
意
味
す
る

の
は
、
悩
み
模
索
す
る
「
人
間

ド
ラ
ッ
カ
ー
」
で
あ
る
。「
経

営
学
者
で
は
な
か
っ
た
、
だ
か

ら
こ
そ
経
営
学
者
と
な
っ
た
」

彼
の
必
然
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

本
書
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
を
読
む
際

の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

ド
ラ
ッ
カ
ー
初
心
者
や
デ
ィ
ー

プ
な
ド
ラ
ッ
カ
リ
ア
ン
な
ど
多

く
の
方
々
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
の
全
著
書
を
辿
る
一
冊

を

春日  賢
経営学部教授

かす が　 さとし

自著自著
語る 40

『もう一人のドラッカー
　　　　「新しい社会」への物語』

春日賢 著
青灯社 2024 年

　

本
年
度
よ

り「
国
際
法
」

「
国
際
機
構

論
」
を
担
当

し
ま
す
。
専
門
は
国
際
法
で
、

海
賊
行
為
や
海
上
の
軍
事
的
活

動
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
海
上

の
警
察
・
安
全
保
障
に
関
す
る

法
的
な
問
題
を
中
心
に
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
国
際

社
会
の
大
き
な
変
動
の
な
か
で
、

国
際
法
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ

る
場
面
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
り
良
い
国
際
社
会
を
作
っ
て

い
く
た
め
に
、
国
際
法
に
は
何

が
で
き
る
の
か
、
学
生
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
任
教
員
挨
拶

菅か
ん

野の

直な
お

之ゆ
き

法
律
学
科

准
教
授

法
学
部

　

株
式
会
社
日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
「
大
学
ス

マ
ホ
・
サ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ

調
査
２
０
２
５
│
２
０
２
６
」
に

お
い
て
、
本
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

が
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
第
１

位
と
な
っ
た
。
２
０
２
２
年
以

来
２
度
目
の
総
合
１
位
と
な
る
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
国
立
・

公
立
・
私
立
大
学
２
５
６
サ
イ

ト
を
調
査
対
象
と
し
、
以
下
８

つ
の
審
査
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
指
標
）

の
も
と
、
合
計
47
の
審
査
項
目

で
評
価
さ
れ
る
。

１
．
通
信
へ
の
配
慮

２
．
見
や
す
さ

３
．
操
作
の
し
や
す
さ

４
．
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
・
ユ
ー
ザ

ビ
リ
テ
ィ

５
．
サ
イ
ト
・
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ

６
．
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の

ア
ク
セ
ス

７
．
サ
イ
ト
内
検
索

８
．
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

大
学
ス
マ
ホ
・
サ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
調
査

全
国
第
１
位
を
獲
得
！

順位 大学名 総合スコア

1 北海学園大学 97.33
1 名古屋市立大学 97.33
３ 東京工芸大学 96.44
4 工学院大学 93.33
5 東京都市大学 86.89
6 駒沢女子大学 86.67
7 金城学院大学 86.56
8 西日本工業大学 83.33
9 東京工科大学 83.00
10 青山学院大学 82.89
11 北海道科学大学 81.22
12 城西国際大学 81.11
13 明治学院大学 80.56
14 帝京大学 80.22
15 立教大学 79.67
16 崇城大学 79.33
17 神戸学院大学 78.89
18 静岡県立大学 77.00
18 東京電機大学 77.00
20 大阪電気通信大学 76.22
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最
初
は
信
号
機
や
交
通
ル
ー

ル
、
時
間
感
覚
な
ど
日
本
と
の
違

い
に
驚
き
、
バ
ス
が
予
定
よ
り
早

く
出
発
し
、
乗
り
遅
れ
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

次
第
に
そ
の
環
境
に
も
慣
れ
て

い
き
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

す
。
穏
や
か
で
優
し
い
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
夕
食
の
時
間

は
一
日
の
楽
し
み
で
あ
り
、
異

文
化
の
中
で
人
の
温
か
さ
を
感

じ
る
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

　

自
由
時
間
に
は
ハ
ワ
イ
の
食

や
景
色
に
も
触
れ
、
レ
ナ
ー
ズ

ベ
ー
カ
リ
ー
の
マ
ラ
サ
ダ
の
ふ

わ
ふ
わ
し
た
食
感
と
、
時
間
帯

ご
と
に
表
情
を

変
え
る
海
の
美

し
さ
が
強
く
印

象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
経

験
を
通
し
て
、

自
分
の
行
動
力

や
適
応
力
の
大

切
さ
を
実
感
し
、

支
え
て
く
れ
た

家
族
や
仲
間
、

そ
し
て
挑
戦
を

決
め
た
自
分
に

心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
度
、
経
営
学
部
の
海

外
総
合
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、
ハ
ワ
イ
大
学
で
３
週
間
、

英
語
や
文
化
を
学
び
な
が
ら
企

業
訪
問
も
行
い
ま
し
た
。
毎
日

が
新
し
い
発
見
の
連
続
で
、
ま

る
で
１
か
月
以
上
滞
在
し
た
か

の
よ
う
な
充
実
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

経
営
学
部
海
外
総
合
実
習
Ⅱ

ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
大
学

行
動
力
や
適
応
力
の

大
切
さ
を
実
感

経
営
学
部
経
営
学
科
３
年

堂ど
う

坂さ
か

美み

友ゆ
う

　

ア
メ
リ
カ
は
「
自
由
の
国
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
誰
も
が

知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
こ
と

だ
が
、
実
際
に
そ
の
意
味
を
肌

で
感
じ
た
の
が
今
回
の
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
へ
の
短
期
留
学
だ
っ
た
。

　

こ
の
街
の
中
心
に
は
「Keep 

Portland W
eird

（
変
わ
り

者
で
い
よ
う
）」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
言
葉
の
通
り
、
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
の
人
々
は
良
く
も
悪
く
も
自

由
で
個
性
的
だ
っ
た
。
腰
に
大

き
な
ス
ピ
ー
カ
ー
を
ぶ
ら
下
げ

て
音
楽
を
流
し
な
が
ら
歩
く
人
、

バ
ス
停
の
近
く
で
ス
ケ
ボ
ー
を

練
習
す
る
若
者
た
ち
。
日
本
で

は
少
し
〝
変
わ
っ
た
〞
行
動
も
、

誰
も
注
意
せ
ず
、
自
然
に
受
け

入
れ
て
い
た
。
最
初
の
う
ち
は

そ
の
自
由
さ
に
戸
惑
っ
て
い
た

が
、
私
も
次
第
に
そ
れ
が
心
地
よ

く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
あ
る
日
、
通
り
を
歩

い
て
い
る
と
、
反
対
側
の
歩
道

か
ら
女
性
が
近
づ
い
て
き
た
。

何
を
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
、
と
少

し
身
構
え
た
私
に
彼
女
は
に
っ

こ
り
微
笑
み
な
が
ら
「
あ
な
た

の
服
、と
て
も
素
敵
」
と
言
っ
た
。

彼
女
に
感
謝
を
告
げ
て
別
れ
た

あ
と
、
私
は
そ
の
言
葉
が
嬉
し
く

て
、
思
わ
ず
ス
キ
ッ
プ
し
て
し

ま
い
た
く
な
っ
た
。
日
本
な
ら
、

私
ほ
ど
の
年
齢
の
人
が
ス
キ
ッ

プ
し
て
い
る
の
は
お
か
し
い
こ

と
だ
。
だ
け
ど
そ
の
時
、
こ
こ
は

〝
変
わ
り
者
〞
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
土
地
な
の
だ
と
思
い
出
し

た
。
少
し
の
緊
張
と
恥
ず
か
し
さ

の
中
、
私
は
小
さ
い
頃
の
よ
う

に
、
で
も
あ
の
時
よ
り
も
少
し

拙
く
な
っ
た
ス
キ
ッ
プ
で
、
古

い
石
造
り
の
街
並
み
を
進
ん
だ
。

　

日
本
は
安
全
で
住
み
や
す
い

国
だ
と
留
学
を
通
し
て
実
感
し

た
。
け
れ
ど
そ
れ
と
同
時
に
、
あ

の
自
由
で
乾
い
た
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
の
空
気
が
今
も
恋
し
い
。

人
文
学
部
英
米
文
化
特
別
演
習
Ⅱ

ア
メ
リ
カ
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学

Keep Portland W
eird

（
変
わ
り
者
で
い
よ
う
）

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
３
年

廣ひ
ろ

澤さ
わ

桃も
も

夏か

紀伊國屋書店ポートランド店

海の前で撮った KSJ の女子メンバーとの写真

　

私
は
夏
の
韓
国
語
学
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
。
親
元
を
３
週

間
と
い
う
長
い
間
離
れ
た
こ
と

が
な
く
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。

　

し
か
し
、
友
達
と
同
じ
部
屋

で
暮
ら
し
て
い
く
う
ち
に
、
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
お
互
い
が
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
助
け
合
い
、

協
力
し
、
３
週
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
日
常
生
活
で
は
、
私
は

あ
ま
り
韓
国
語
が
話
せ
な
い
た

め
、
い
つ
も
友
達
に
助
け
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
韓
国
の
方
々

も
優
し
く
、
私
が
話
し
て
い
る

こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と

し
た
り
、
調
べ
て
く
れ
た
り
し

ま
し
た
。
韓
国
人
と
話
す
こ
と

が
人
生
で
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、

新
鮮
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
大
田
大
学
の
学
生
さ
ん
た

ち
も
と
て
も
良
く
し
て
く
れ
て
、

毎
日
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
園
か

ら
一
緒
に
研
修
に
行
っ
た
友
達

や
、
韓
国
で
で
き
た
友
達
、
み

ん
な
と
文
化
体
験
を
し
、
勉
強

し
、
沢
山
食
べ
て
沢
山
遊
ん
で
、

人
生
で
１
番
楽
し
い
思
い
出
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

語
学
研
修
だ
か
ら
で
き
る
体

験
を
沢
山
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
長
期
留
学
で
は
な
く
、

学
生
特
権
の
夏
休
み
と
い
う
期

間
を
使
っ
て
語
学
研
修
に
行
く

こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

夏
期
海
外
研
修韓

国
・
大
田
大
学
校

사
랑
하
는

친
구

法
学
部
政
治
学
科
２
年福ふ

く

岡お
か

望の
ぞ
み

制服ロッテワールド

第
43
回
全
日
本
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

北
海
道
大
会
で
優
勝

10
月
11
日
、
第
43
回
全
日
本

中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

北
海
道
大
会
が
札
幌
の
か
で
る

２
・
７
で
開
催
さ
れ
、
朗
読
（
一

般
・
大
学
生
）
の
部
に
本
学
か

ら
２
名
が
参
加
し
、
経
済
学
部

４
年
江
藤
翔
舞
さ
ん
が
見
事
優

勝
し
、
法
学
部
２
年
松
本
栞
利

さ
ん
が
３
位
に
入
賞
し
た
。

優勝した江藤翔舞さん

３位に入賞した松本栞利さん

　

私
が
所
属
す
る
大
貝
ゼ
ミ
は
、

８
月
25
日
か
ら
４
日
間
、
福
島

県
を
訪
問
し
ま
し
た
。
福
島
県

の
酒
づ
く
り
を
学
ぶ
た
め
で
す
。

県
内
の
酒
蔵
や
酒
造
組
合
、
公

設
試
験
研
究
機
関
等
の
訪
問
に

際
し
、
福
島
大
学
食
農
学
類
の

小
山
先
生
や
大
学
院
生
の
遠
藤

さ
ん
に
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

福
島
県
の
酒
づ
く
り
は
、

全
国
新
酒
鑑
評
会
で
の
金

賞
受
賞
数
９
連
覇
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
全
国
的
に
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
で
す
。
そ
の
高
い

技
術
力
を
持
ち
得
て
い
る

理
由
と
し
て
、
酒
蔵
で
の

積
極
的
な
設
備
投
資

の
ほ
か
、
研
究
開
発

機
関
に
よ
る
酒
米
や

酵
母
の
開
発
、
醸
造

技
術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
、
作
り
手
の
育
成

に
加
え
て
、
酒
蔵
間

で
オ
ー
プ
ン
な
交
流

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
北
海
道
と

福
島
で
は
酒
づ
く
り
の
違

い
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
福
島
県
内
で
も
地
域

に
よ
っ
て
酒
質
に
特
徴
が
あ
り
、

多
様
な
酒
造
文
化
が
あ
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

　

訪
問
先
で
は
、
酒
づ
く

り
や
研
究
開
発
の
面
白
さ

に
つ
い
て
説
明
し
て
頂
い

た
こ
と
に
加
え
、
酒
蔵
を

見
学
で
き
た
こ
と
も
貴
重

な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

９
月
か
ら
仕
込
み
に
向
け

た
準
備
が
始
ま
る
た
め
、

８
月
下
旬
の
訪
問
は
日
程

調
整
が
難
し
い
の
で
す
が
、

こ
れ
以
上
な
い
調
査
研
修

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
福
島
県
で

の
学
び
を
基
に
、
秋
以
降
、

政
策
提
言
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ

の
参
加
や
論
文
執
筆
を
通
じ
て

学
び
を
形
に
し
て
い
く
ほ
か
、

利
き
酒
選
手
権
に
も
出
場
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経済学部地域経済学科３年

大
おお

橋
はし

拓
たく

哉
や

福島県で学ぶ酒づくりのおもしろさ

私の学び

福島市内の金水晶酒造にて

　

８
月
24
日
よ
り
開
幕
し
た

第
51
回
北
海
道
学
生
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

１
部
リ
ー
グ
戦
に
、
本
学
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

が
出
場
し
、
５
勝
０
敗
と
い

う
好
成
績
を
収
め
、
２
年
連

続
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
北
海
道
代

表
と
し
て
、
11
月
８
日
〜

12
月
24
日
に
行
わ
れ
る
全

日
本
大
学
選
手
権
（
石
川
県

金
沢
市
営
球
技
場
）
へ
の
出

場
を
決
め
た
。　

全
国
大
会

１
回
戦
で
は

北
陸
代
表
の

福
井
県
立
大

学
と
対
戦

し
、
54
―

49
で
逆
転

勝
利
し
た
。

２
０
０
９
年

に
は
じ
ま
っ

た
同
選
手
権

で
、
北
海
道

代
表
が
白
星

を
挙
げ
た
の

は
初
と
な

る
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

全
国
大
会
出
場

アメリカンフットボール部のメンバー

10
月
５
日
に
コ
ー
チ
ャ
ン

フ
ォ
ー
釧
路
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
第
76
回
北
海
道

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
大
学
・
職

場
・
一
般
部
門
大
学
ユ
ー
ス

合
唱
の
部
に
お
い
て
、
本
学

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
金
賞
と
朝

日
杯
を
受
賞
し
た
。

　

演
奏
し
た
曲
目
は
以
下
の

通
り
。

･

混
声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た

め
の
二
つ
の
巨
い
な
る
情
景

よ
り
「
Ⅱ
・

い
つ
も
夕
焼

け
が
あ
る
」

（
和
合
亮
一

／
信
長
貴

富
）

･

２
０
２
５

年
度
全
日
本

合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
課
題

曲
集
よ
り

Ｇ
４
「
不
思

議
」（
金
子

み
す
ゞ
／
石

若
雅
弥
）

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

金
賞
＆
朝
日
杯
受
賞

グリークラブのメンバー

沼
田
町
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
５
【
３
・
４
巡
目
】

　

２
０
１
７
年
か
ら
工
学
部
建
築

学
科
で
は
、
岡
本
研
究
室
を
中
心

に
沼
田
町
の
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
１
９
年
度
に
は
本
学
と
沼
田

町
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結
に
も

つ
な
が
り
、活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　

今
年
度
の
３
巡
目
は
８
月
23
日

か
ら
４
泊
５
日
で
行
わ
れ
た
。
到

着
し
た
第
１
陣
は
、
２
時
間
弱
の

作
業
を
終
え
た
後
、
夜
高
あ
ん
ど

ん
祭
り
に
参
加
し
た
。
３
日
目
に

は
第
２
陣
も
合
流
し
、
総
勢
19
名

で
作
業
を
進
め
た
。
大
工
作
業
を

終
わ
ら
せ
て
、
仕
上
げ
に
入
る
手

前
ま
で
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
役
割
に
応

じ
て
取
り
組
ん
だ
が
、
納
得
の
い

く
感
覚
に
は
個
人
差
が
あ
る
た
め
、

納
得
感
と
作
業
時
間
の
適
切
な
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
の
重
要
性
を

改
め
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　

４
巡
目
は
９
月
16
日
か
ら
５
泊

６
日
。
初
日
は
現
地
の
内
装
業
者

か
ら
壁
紙
貼
り
の
実
演
講
習
を
受

け
た
。
学
生
た
ち
は
、
下
地
が
整
っ

た
壁
へ
の
壁
紙
貼
り
、
小
上
が
り

に
設
置
す
る
囲
炉
裏
の
製
作
、
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
敷
き
、
洗
面
脱
衣
室

で
の
養
生
と
漆
喰
塗
り
な
ど
、
各

所
で
仕
上
げ
作
業
を
行
っ
た
。
３

日
目
は
壁
紙
を
貼
り
終
え
、
４
日

目
に
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
敷
き

込
み
を
完
了
し
た
。
５
日
目
は
清

掃
と
可
動
式
本
棚
の
据
え
付
け
な

ど
、
内
装
の
仕
上
げ
を
終
え
た
。

　

お
披
露
目
会
に
は
横
山
町
長
を

は
じ
め
沼
田
町
民
や
移
住
体
験
中

の
方
が
訪
れ
た
。
学
生
た
ち
は
達

成
感
に
溢
れ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
内
容
を
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
説

明
し
て
い
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
建
築
技
術
だ
け
で
な

く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
計
画
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
社

会
で
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

小上がりの土台を制作

工 学 部
建築学科

横山町長と記念撮影
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今
野　
「
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
」
を
開
業
し
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

盛　

高
校
時
代
か
ら
か
な
り
の

ラ
ー
メ
ン
好
き
で
、
高
校
の
３

年
間
で
５
０
０
杯
程
食
べ
ま
し

た
。
高
３
の
時
に
は
ラ
ー
メ
ン

屋
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
バ
イ

ト
を
始
め
て
、
調
理
の
専
門
学

校
か
ら
ラ
ー
メ
ン
屋
に
就
職
し

た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
親
に
反

対
さ
れ
て
。
そ
れ
で
、
ラ
ー
メ

ン
屋
開
業
に
も
役
立
つ
と
考
え

て
、
学
園
の
経
営
学
部
に
入
学

し
ま
し
た
。
色
々
な
縁
が
あ
っ

て
、
大
学
３
年
の
時
に
す
す
き

の
で
飲
食
店
を
展
開
す
る
会
社

の
も
と
で
雇
わ
れ
店
長
を
１
年

間
や
っ
て
、
大
学
４
年
に
な
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
独
立
し
ま
し

た
。

今
野　

ラ
ー
メ
ン
業
界
の
中
で

差
別
化
を
す
る
の
は
大
変
で
は
。

盛　

全
国
の
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

歩
い
た
時
、
東
京
の
市
場
だ
と

淡
麗
系
の
ラ
ー
メ
ン
が
受
け
て

い
る
印
象
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

当
時
僕
が
お
店
を
始
め
た
頃
は

札
幌
に
そ
う
い
う
ラ
ー
メ
ン
は

な
く
て
。
す
す
き
の
の
市
場
だ
っ

た
ら
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
空
い

て
い
る
か
な
と
挑
戦
し
ま
し
た
。

今
野　

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ
ッ

プ
の
ホ
ワ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
だ
っ

た
わ
け
で
す
ね
。

盛　

入
学
し
て
授
業
を
受
け
て
、

休
学
し
て
起
業
し
て
、
ま
た
復

学
し
て
学
び
直
す
ん
で
す
け
ど
、

学
校
で
学
ん
だ
内
容
と
、
実
務

で
僕
が
感
じ
た
内
容
が
相
互
に

活
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

僕
ら
世
代
の
飲
食
業
界
で
働

く
人
は
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た
り
、

精
神
を
病
ん
で
し
ま
っ
て
い
る

方
が
沢
山
い
て
、
飲
食
業
界
の
社

会
的
地
位
が
と
て
も
低
い
。
学

生
企
業
の
こ
の
若
い
会
社
が
大

き
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
業

界
や
社
会
に
対
し
て
届
け
ら
れ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浦
野　

海
外
に
も
出
店
し
ま
し

た
。
な
ぜ
メ
キ
シ
コ
だ
っ
た
ん

で
す
か
？

盛　

大
学
時
代
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
経
営
者
の
方
が
、
海

外
は
お
も
し
ろ
い
か
ら
絶
対
挑

戦
し
た
ほ
う
が
い
い
よ
、
と
言
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
て
。
２
年
前

に
一
緒
に
ア
メ
リ
カ
と
メ
キ
シ

コ
へ
行
っ
て
、
日
本
の
飲
食
業

界
は
レ
ベ
ル
が
高
い
と
再
認
識

し
ま
し
た
。
そ
の
方
が
ず
っ
と

メ
キ
シ
コ
で
仕
事
し
て
い
た
の

で
、
一
緒
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

浦
野　

日
本
の
ラ
ー
メ
ン
の
味

を
持
っ
て
い
く
ん
で
す
か
？

盛　

現
地
の
慣
れ
て
い
る
味
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
日
本
で
作
っ

た
ラ
ー
メ
ン
の
五
味
を
メ
キ
シ

コ
の
食
材
で
切
り
替
え
る
か
た

ち
で
僕
ら
は
作
っ
て
い
ま
す
。

浦
野　

海
外
で
出
店
す
る
の
は

か
な
り
の
挑
戦
で
す
よ
ね
。

盛　

は
い
。
で
す
が
、
日
本
の

市
場
は
人
口
も
減
っ
て
い
る
の

で
、
胃
袋
の
数
が
減
っ
て
い
く
。

日
本
に
張
り
続
け
る
の
は
ど
う

な
の
か
な
と
思
っ
た
の
と
、
僕

ら
の
チ
ー
ム
は
平
均
年
齢
が
23

歳
ぐ
ら
い
で
今
が
動
き
や
す
い

と
も
言
え
ま
す
。
現
地
に
根
ざ

す
た
め
に
、
経
営
陣
に
メ
キ
シ

コ
人
を
入
れ
る
こ
と
も
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
野　
「
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
」
は
お
客
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
。

盛　

コ
ロ
ナ
禍
で
お
客
さ
ん
が

少
な
い
中
、
毎
回
岩
見
沢
か
ら

食
べ
に
来
て
く
れ
る
方
が
い
た

ん
で
す
。
な
ん
で
こ
ん
な
に
来

て
く
れ
る
ん
で
す
か
っ
て
聞
い

た
ら
「
仕
事
で
嫌
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
大
地
く
ん
と
喋
る
と
元
気

出
る
ん
だ
よ
ね
」
と
言
わ
れ
て
。

飲
食
業
の
仕
事
っ
て
、
お
い
し

い
も
の
を
届
け
て
お
腹
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
価
値
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
と

の
会
話
、
距
離
の
近
さ
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

浦
野　

ご
自
身
の
経
験
か
ら
、
学

生
へ
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

盛　

僕
は
学
生
で
起
業
し
て
か

ら
、
色
々
な
人
に
怒
ら
れ
な
が

ら
も
ど
ん
ど
ん
行
動
し
ま
し
た
。

失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
行
動
し

て
み
て
、
様
々
な
体
験
を
糧
に

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

経営学部　卒業生×教員　特別対談

飲食業界のイメージをポジティブなものに変えたい

「RAMEN ICHI」の夜鳴き中華そば

左から今野喜文教授、浦野研教授

株式会社 ICHI

代表取締役  盛
も り

大
だ い

地
ち

氏
経営学部経営学科

2024 年度卒・Ⅱ 19 期生

　今年 3月に経営学部を卒業した盛大地さんは、本学在学中に起業し、「RAMEN ICHI」を皮切
りに現在札幌市内 4 店舗のラーメン店の代表を務める。10月には新たに東京、メキシコにも店
舗をオープンし、着実な成長を遂げている。「ただのラーメン好きの高校生」だった盛さんがこ
こまで事業を拡大するに至った経緯を、経営学部長の今野喜文教授、総合実践英語などを担当
する浦野研教授が聞き手となり伺った。

多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す

る
同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連
載

し
て
い
る
「
人
脈
記
」。
今
回
は
、

株
式
会
社
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー

ツ
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
営

業
で
あ
る
阿
部
島
圭
太
さ
ん
を
紹

介
す
る
。

　

プ
ロ
野
球
・
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
運
営
会
社
で

営
業
職
を
務
め
る
阿
部
島
さ
ん
。

大
学
時
代
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
で
の
活
動
が
一
番
思
い

出
に
残
っ
て
い
る
。

「
ア
メ
フ
ト
は
未
経
験
で
し
た

が
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
プ
レ
ゼ

ン
で
興
味
を
持
ち
入
部
し
ま
し

た
。
練
習
日
は
土
日
だ
け
だ
っ
た

の
で
、
平
日
は
勉
強
や
ア
ル
バ

イ
ト
に
専
念
す
る
学
生
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
た
り
し
て
ア
メ
フ

ト
漬
け
に
な
る
学
生
な
ど
、

自
分
の
や
り
や
す
い
ペ
ー
ス

で
活
動
で
き
る
の
が
魅
力
で

し
た
」

　

部
の
活
動
資
金
を
集
め
る

た
め
、
ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
の

活
動
を
行
い
、
４
０
０
万
円

を
集
め
た
こ
と
も
。「
社
会

人
に
な
っ
て
も
そ
う
い
う
仕

事
を
や
っ
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

で
営
業
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
」。

　

所
属
し
た
大
平
ゼ
ミ
で

は
、
中
小
企
業
の
課
題
解

決
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
企

業
の
課
題
を
学
生
目
線
で

考
え
仮
説
を
立
て
、
提
案
、

実
践
ま
で
を
行
っ
た
経
験

は
、
今
の
阿
部
島
さ
ん
の
仕

事
に
も
活
き
て
い
る
。

　

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
営
業

職
の
仕
事
は
主
に
二
つ
で
、

一
つ
は
看
板
広
告
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
ス
ポ
ン

サ
ー
営
業
。
も
う
一
つ
は
、

シ
ー
ズ
ン
シ
ー
ト
の
販
売

だ
。
幅
広
い
業
種
の
企
業

と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
魅
力
だ
と
い
う
。「
例

え
ば
、
教
育
関
係
の
企
業

も
あ
れ
ば
、
病
院
関
係
、

建
築
、
不
動
産
、
宇
宙
の

会
社
ま
で
、
本
当
に
多
種

多
様
な
企
業
と
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
お
も
し
ろ
さ
が
あ

り
ま
す
。
ス
ポ

ン
サ
ー
企
業
が

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
く
れ

る
こ
と
で
、
相

互
に
メ
リ
ッ
ト

を
追
求
す
る
点

に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま

す
」。

　

Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ

で
は
シ
ュ
ー
ズ

メ
ー
カ
ー
の

「
Ｏ
ｎ
（
オ
ン
）」

と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
契
約
を
し
、
ラ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
作
る
活
動
を
し
て
い

る
。
毎
月
１
回
、
Ｆ
ビ
レ
ッ

ジ
周
辺
を
朝
ラ
ン
し
た
あ

と
は
、
焼
き
た
て
パ
ン
の

朝
食
や
、
サ
ウ
ナ
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
だ
。
野
球
フ
ァ

ン
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で

は
な
い
人
た
ち
が
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
き
っ
か
け
に
繋

が
っ
て
い
く
。
球
場
と
企

業
が
と
も
に
地
域
を
盛
り

上
げ
る
、
阿
部
島
さ
ん
に

と
っ
て
も
思
い
入
れ
の
あ

る
仕
事
の
ひ
と
つ
だ
。

　

学
生
た
ち
へ
、「
ま
ず
は

行
動
し
て
み
る
、
と
い
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
つ

こ
と
。
ま
た
、
学
生
時
代

に
何
か
１
つ
、
自
分
の
中

で
や
り
切
っ
た
と
言
え
る

経
験
を
作
る
こ
と
。
こ
れ

を
や
り
切
っ
た
、
と
胸
を

張
っ
て
言
え
る
も
の
が
あ

れ
ば
、
き
っ
と
自
分
の
支
え
に

な
り
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
、

部
活
動
で
も
、
勉
強
で
も
、
と

に
か
く
や
り
切
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ

た
。

　

今
後
は
野
球
以
外
の
イ
ベ
ン

ト
作
り
に
も
挑
戦
し
た
い
と
い

う
。
球
場
の
新
た
な
価
値
創
造

や
、
顧
客
と
の
接
点
拡
大
を
目

指
し
て
い
く
。

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈
２
０
１
９
年
北
海
学
園
大

学
経
営
学
部
卒
業
。
卒
業
後
、
株
式
会
社
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
に
入
社
。
現
在
、
事
業
本
部
営
業
統
括
部
法

人
営
業
部
法
人
営
業
第
１
グ
ル
ー
プ
チ
ー
フ
。

学園学園人人脈記脈記第33 回
株式会社ファイターズ スポーツ&エンターテイメント
事業本部 営業統括部
法人営業部 法人営業第1グループ
チーフ

阿
あ

部
べ

島
しま

圭
け い

太
た

 氏
経営学部経営学科 2018 年度卒・13 期生

学生時代の「営業活動」が今に活きている

事務所も隣接するエスコンフィールド HOKKAIDO
©H.N.F.

「
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」の

Instagram

は
こ
ち
ら

　

９
月
17
日
〜
22
日
に
開
催
さ

れ
た
令
和
７
年
度
全
日
本
大
学

対
抗
テ
ニ
ス
王
座
決
定
試
合
北

海
道
地
区
予
選
第
58
回
北
海
道

学
生
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
男
子
の
部

に
お
い
て
、
本
学
硬
式
庭
球
部
が

７
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

こ
の
結
果
に
よ
り
、
２
０
２
５

年
全
日
本
大
学
対
抗
テ
ニ
ス
王

座
決
定
試
合
へ
出
場
を
決
め
た
。

硬
式
庭
球
部

全
国
大
会
出
場

硬式庭球部のメンバー
　

９
月
15
日
に
札
幌
市
東
区
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
72
回
北

海
道
学
生
剣
道
優
勝
大
会
に
お

い
て
、
本
学
剣
道
部
が
準
優
勝

と
な
り
、
全
国
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
た
。

　

全
国
大
会
は
11
月
16
日
に
、

Ａ
ｓ
ｕ
ｅ
ア
リ
ー
ナ
大
阪
で
開

催
さ
れ
た
。

剣
道
部

全
国
大
会
出
場

剣道部のメンバー

　

８
月
23
日
・
24
日
に
千
歳
市

開
基
記
念
総
合
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
北
海
道
学
生
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
お
よ
び
北
海
道
学
生
柔

道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会
に
お
い

て
、
本
学
柔
道
部
が
団
体
戦
で
３

位
に
入
賞
し
た
。
個
人
戦
で
も
健

闘
し
、
団
体
・
個
人
い
ず
れ
も
全

国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。
全

国
大
会
１
回
戦
で
は
、
関
東
地
区

代
表
の
平
成
国
際
大
学
と
対
戦

し
、
３
対
２
で
勝
利
し
た
。

柔
道
部
全
国
大
会
出
場柔道部のメンバー

が
向
上
し
ま
し
た
」。
縁
が
あ
っ

て
働
き
は
じ
め
た
ア
ル
バ
イ
ト

先
が
国
際
色
豊
か
な
場
だ
っ
た

こ
と
も
、
英
語
力
向
上
の
一
助

と
な
っ
た
。

　

３
年
生
の
と
き
に
卒
業
単
位

を
取
得
し
た
井
田
さ
ん
は
、
英

語
を
も
っ
と
頑
張
り
た
い
と
思

い
、
語
学
留
学
を
決
意
。
所
属
し

た
ト
ロ
ン
ト
の
Ｅ
Ｓ
Ｌ
で
は
上

位
の
ク
ラ

ス
に
な
っ

た
こ
と
で
、

現
地
で
学
ぶ
選
択
肢
が
広
が
っ

て
い
た
。
友
人
に
す
す
め
ら
れ

　

英
語
が
好
き

だ
っ
た
井
田
さ

ん
は
、
総
合
実

践
英
語
科
目
を

開
講
し
た
経
営

学
部
経
営
学
科

に
入
学
。
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
や
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

学
習
で
き
、
少
人
数
制
の
レ
ベ

ル
別
ク
ラ
ス
も
自
身
に
合
っ
て

い
た
と
い
う
。「
先
生
方
も
知
り

た
い
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て

く
れ
た
り
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
体

制
が
充
実
し
て
い
て
、
実
践
力

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
カ
ナ
ダ
・

ブ
ロ
ッ
ク
大
学
の
大
学
院
へ
。
有

給
イ
ン
タ
ー
ン
の
よ
う
な
形
で

自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
働
き
な
が

ら
勉
強
し
、
院
を
出
た
後
は
そ
の

ま
ま
契
約
社
員
と
な
っ
た
。「
す

ぐ
に
働
け
た
こ
と
は
ラ
ッ
キ
ー

で
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
日
本
の
よ

う
に
４
月
に
新
入
社
員
を
入
れ

る
、
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
伝

手
が
な
い
と
就
職
は
難
し
い
か

ら
で
す
」。
契
約
社
員
と
し
て
の

任
期
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
精
密

部
品
メ
ー
カ
ー
へ
就
職
し
た
が
、

も
っ
と
人
と
直
接
関
わ
る
仕
事

が
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

な
り
、
教
育
業
界
へ
進
む
こ
と

を
決
め
た
。
カ
ナ
ダ
に
留
学
し

て
就
職
す
る
ま
で
た
く
さ
ん
の

人
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
を
思
い

返
し
、
今
度
は
自
分
が
学
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
た
。

　

現
在
は
、
大
学
院
生
や
教
授

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
部
署
で
活
躍

し
て
い
る
。
仕
事
内
容
は
新
入

生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
説

明
会
の
企
画
・
運
営
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
広
報
活
動
、
問
合

せ
対
応
、
入
試
業
務
、
履
修
登
録
、

授
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
成

績
評
価
の
確
認
、
奨
学
金
の
管

理
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

学
生
へ

メ
ッ
セ
ー

ジ
を
貰
っ

た
。「
自
分
が
気
に
な
る
こ
と
は

積
極
的
に
調
べ
て
、
情
報
収
集

し
て
、
興
味
を
持
つ
心
を
育
て

て
ほ
し
い
で
す
。
今
は
ネ
ッ
ト

で
簡
単
に
情
報
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
経
験
し
て
は
じ

め
て
感
じ
る
こ
と
、
気
づ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
若
い
う
ち
に

そ
う
い
う
経
験
を
積
ん
で
、
何

年
か
経
っ
た
と
き
に
振
り
返
っ

て
み
て
、
当
時
の
思
い
と
比
べ

る
の
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」。

Toronto Metropolitan University

井
い

田
だ

梓
あづさ

氏
Graduate Program
Administrator

経営学部経営学科
2006 年度卒・1期生

好
奇
心
へ
の
探
究
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
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　本学では全学生を対象にアセスメントテストGPS-Academic を実施し
ています。今年度は 1年生 1,819 名、2 年生 1,409 名、3 年生 1,437 名、
4 年生 1,218 名が受検しました。
　GPS-Academic とは社会が求める「問題解決能力」について、「批判
的思考力」「協働的思考力」「創造的思考力」の 3 つの視点から測定す
るテストです。設問は、多面的な分析ができるよう「客観評価」「主観
評価」「学生意識アンケート」で構成され、最終的な分析結果が学生一
人ひとりに「個人結果レポート」として返却されます。GPS-Academic を
大学での学修が自身の成長にどのように繋がっているのかを知る機会と
し、さらには将来を考えるきっかけにしてほしいと考えています。
　北海学園大学は今後とも、こうしたアセスメントや各種調査を通して学
生支援に取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

アセスメントテストGPS-Academicを実施

　

令
和
７
年
度
保
護
者
懇
談
会

が
、
９
月
28
日
（
日
）
に
旭
川

会
場
、
10
月
５
日
（
日
）
に
帯

広
会
場
、
10
月
19
日
（
日
）
に

函
館
会
場
、
10
月
25
日
（
土
）

に
山
鼻
校
舎
、
11
月
２
日
（
日
）

に
豊
平
校
舎
で
実
施
さ
れ
た
。

　

保
護
者
懇
談
会
は
、
本
学
の
教

育
の
取
り
組
み
を
説
明
し
、
大
学

と
保
護
者
と
の
相
互
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　

各
会
場
で
は
、学
部
別
説
明
会
、

就
職
活
動
支
援
勉
強
会
（
就
職
活

動
の
正
し
い
知
識
、
大
学
の
支
援

方
法
、
学
生
が
悩
む
ポ
イ
ン
ト
や

保
護
者
に
求
め
た
い
支
援
、
企
業

が
求
め
る
人
材
な
ど
に
つ
い
て
説

明
）、
個
別
面
談
、
札
幌
会
場
で

は
施
設
見
学
、
学
食
体
験
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
、「
４
年
生
の

具
体
的
な
就
活
の
話
し
が
聞
け

て
、と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
就

活
支
援
勉
強
会
の
内
定
学
生
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

と
て
も
よ
か
っ
た
」「
地
下
鉄
を

降
り
た
瞬
間
か
ら
案
内
が
わ
か
り

や
す
く
、
対
応
も
親
切
で
気
持
ち

よ
か
っ
た
。
就
職
に
関
し
て
焦
ら

な
く
て
も
大
丈
夫
と
い
う
気
持
ち

に
な
れ
、
こ
の
ま
ま
本
人
の
意
志

を
尊
重
し
て
見
守
り
た
い
と
思
っ

た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

保
護
者
懇
談
会
開
催札幌会場での就職活動支援勉強会

様々なイベントで大盛況

ビンゴ大会を楽しむ工学部学生たち（工学祭）

ステージ企画「ロックバンド漢魂」によるステージ（十月祭）

10
月
12
日
・
13
日
に
豊
平
キ
ャ
ン

パ
ス
で
十
月
祭
が
、
10
月
11
日
に
山
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
で
工
学
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
十
月
祭
「
最
前
列
、

十
月
祭
」、
工
学
祭
「
楽
し
い
だ
け
じ
ゃ

だ
め
で
す
か
？
」。
体
育
館
で
は
、
窪
塚

愛
流
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
は

じ
め
、
よ
さ
こ
い
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
、
サ
ー
ク
ル
の
発
表
、
演
奏
、
学
園

王
決
定
戦
、
大
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

屋
内
外
で
は
縁
日
や
、
各
サ
ー
ク
ル
・

ゼ
ミ
に
よ
る
飲
食
店
な
ど
が
出
店
さ
れ
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
軽
食
や
ス
イ
ー
ツ

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
昨
年
よ
り
も
サ
ー
ク
ル
発

表
や
出
店
の
数
が
増
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

企
画
も
充
実
し
た
大
盛
況
の
大
学
祭
と

な
っ
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
様
、
ご
来

場
い
た
だ
い
た
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第74 回 十月祭
第54 回 工学祭

仁木ぶどうジュースなど販売する中村ゼミの学生たち（十月祭）

A日程
2 /9 （月）

Ｂ日程
2/10 （火）

1/17（土）
1/18（日）

本学での
個別学力
試験は行
いません

1/ 5（月）～1/26（月）

出願期間試験日
学  部 学  科

経営学部

人文学部

工 学 部

経 営 学 科

経営情報学科

日本文化学科

英米文化学科

社会環境
工 学 科

建 築 学 科

電子情報工学科

生命工学科

（法律学科・政治学科）
法 学 部

社会環境
コ ー ス
環境情報
コ ー ス

合格発表
一般選抜 共通テスト

利用選抜一般選抜 共通テスト
利用選抜

大学入学
共通テスト

一般選抜 共通テスト
利用選抜

一般選抜と大学入学共通テスト利用選抜

【郵送受付】

消印有効

1/ 7（水）～1/27（火）
【窓口受付】

午後4時締切

2/24（火）
午前10時

1/ 5（月）～1/29（木）
【郵送受付】

消印有効

1/ 7（水）～1/30（金）
【窓口受付】

午後 4時締切

2/12 （木）～3/ 5（木）
【郵送受付】

消印有効

2/12（木）～3/6（金）
【窓口受付】

午後 4時締切

＊

（経済学科・地域経済学科）
経済学部＊

＊ 経済学部・法学部は｢学部｣単位での募集とし、学科は1年次末に決定します。

2/28（土） 午前10時
3/13（金）

学　部 学　　科

経営学部１部

経営学部 2部

経 営 学 科 ・ 経営情報学科

（ 経 済学科・地域経済学科）

経 営 学 科

（ 法 律 学 科 ・ 政 治 学 科 ）

出願期間試験日 合格発表
特別選抜（社会人Ⅱ期）

2/12（木）～2/19（木）消印有効
【郵送受付】

2/12（木）～2/20（金）午後4時締切
【窓口受付】

法 学 部 2部＊

経済学部 2部＊

一般選抜・大学入学共通テスト利用選抜・特別選抜（社会人Ⅱ期）2026年度 入学者選抜日程
※詳細は入学者選抜要項でご確認ください。URL https://www.hgu.jp/examination/examination-requirements.html

Ⅰ　期

人文学部２部を除く
全学部で実施。

Ⅱ　期

経営学部２部
法学部２部を除く
全学部で実施。

2/24（火）
午前10時

午前10時
3/17（火）

Ⅰ　期

Ⅱ　期

2026 年度 大学院入学者選抜日程

修士課程（第Ⅱ期）／博士（後期）課程

研究科名 専攻名 出願期間 試験日

経済学研究科 経済政策専攻

1月8日（木）
〜

1月15日（木）

2月14日（土）

経営学研究科 経営学専攻

法学研究科
法律学専攻

政治学専攻

文学研究科
日本文化専攻

英米文化専攻

工学研究科

建設工学専攻

2月13日（金）
電子情報生命
工 学 専 攻

大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会
2025年度

【参加費無料、事前申込不要】

経済学研究科・経営学研究科・法学研究科・文学研究科

10:30～12:00
豊平キャンパス ６号館３階土12/6
13:00～14:00
山鼻キャンパス ３号館２階金12/5

工学研究科

【開催内容】  入学者選抜説明、個別相談、施設案内

11
月
23
日（
日
）、２
０
２
６

年
度
学
校
推
薦
型
・
特
別
選

抜
を
実
施
し
た
。
出
願
数
は

左
表
の
通
り
。
昨
年
度
よ
り

選
抜
制
度
の
変
更
が
あ
り
、

全
体
で
の
出
願
数
と
し
て
は

減
少
と
な
っ
た
。

２
０
２
６
年
度

学
校
推
薦
型
選
抜
・

特
別
選
抜
速
報

入試年度 1部計 2部計 合計 前年度比

2024 年度 578 288 866 102%

2025 年度 536 247 783 90%

2026 年度 528 195 723 92%

出願状況（推薦、課題小論文、社会人、留学生他）

▽
９
月
22
日  

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
交
換
教
員
ホ
ー
グ
ミ

シ
ェ
ル
氏
着
任
挨
拶

▽
10
月
28
日  

広
島
東
洋
カ
ー

プ
ス
カ
ウ
ト
統
括
部
長
白
武

佳
久
氏
、
同
ス
カ
ウ
ト
部
近

藤
芳
久
氏
、
広
島
東
洋
カ
ー

プ
ド
ラ
フ
ト
指
名
５
位
工
藤

泰
己
（
経
済
学
部
経
済
学
科

４
年
）

▽
11
月
４
日  

北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ゼ
ネ
ラ
ル

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
代
行
木
田
優

夫
氏
、
同
ス
カ
ウ
ト
部
白
井

康
勝
氏
、
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
育
成
ド
ラ
フ

ト
１
位
常
谷
拓
輝
（
人
文
学

部
日
本
文
化
学
科
４
年
）

10
月
23
日
、
東
京
都
内
で
プ
ロ

野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
が
行
わ
れ
、
本

学
硬
式
野
球
部
か
ら
３
人
の
指
名

を
受
け
た
。
北
海
道
内
の
同
一
チ
ー

ム
か
ら
同
時
３
人
の
指
名
は
史
上

初
と
な
る
。
工
藤
泰
巳
投
手
（
経

済
学
部
経
済
学
科
４
年
）
が
広
島
東

洋
カ
ー
プ
か
ら
４
位
、
髙
谷
舟
投

手
（
経
済
学
部
経
済
学
科
４
年
）
が

オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
か
ら

５
位
、
常
谷
拓
輝

内
野
手
（
人
文
学

部
日
本
文
化
学
科

４
年
）
が
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
育
成
１
位

だ
っ
た
。

10
月
28
日
に

は
、
広
島
東
洋
カ
ー

プ
か
ら
白
武
佳
久
ス
カ
ウ
ト
統
括

部
長
、
近
藤
芳
久
ス
カ
ウ
ト
、
オ

リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
か
ら

山
口
和
男
ス
カ
ウ
ト
グ
ル
ー
プ
長
、

佐
野
如
一
ス
カ
ウ
ト
、
11
月
４
日

に
は
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
か
ら
木
田
優
夫
ゼ
ネ
ラ
ル

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
代
行
、
白
井
康
勝
ス

カ
ウ
ト
が
大
学
を
訪
れ
、
安
酸
敏
眞

理
事
長
、
森
下
宏
美
学
長
を
は
じ

め
、
大
学
関
係
者
に
指
名
の
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

各
球
団
の
ス
カ
ウ
ト
か
ら
は
「
と

に
か
く
怪
我
の
な
い
よ
う
に
普
段

通
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
、
入
団

の
日
を
迎
え
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
。

　

工
藤
投
手
は
「
最
高
峰
の
プ
ロ
野

球
の
舞
台
で
や
る
か
ら
に
は
、
唯
一

無
二
の
選
手
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」、
髙
谷
投
手
は
「
最

終
的
に
は
最
優
秀
防
御
率
を
取
り
、

チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
」、
常
谷
選
手

は
「
生
ま
れ
も
育
ち
も
北
海
道
な
の

で
、
早
く
支
配
下
に
な
っ
て
１
軍
で

活
躍
で
き
る
よ
う
な
選
手
に
な
り

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

島
崎
圭
介
監
督
は
「
大
卒
選
手
は

即
戦
力
評
価
な
の
で
、
１
年
目
か

ら
意
識
を
高
く
持
ち
﹇
一
球
一
投
一

打
﹈
が
、
金
銭
評
価
に
つ
な
が
る
の

で
、
死
に
も
の
ぐ
る
い
で
頑
張
り
一

年
で
も
長
く
充
実
し
た
プ
ロ
生
活

を
送
っ
て
欲
し
い
」
と
３
人
の
今
後

の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
２
０
２
５

道
内
初
！
同
時
３
人
指
名

髙谷投手とオリックス・佐野スカウト

工藤投手と広島・近藤スカウト

左から常谷内野手、日ハム・木田
GM代行、同・白井スカウト

指名を受けた左から髙谷投手、工藤投手、常谷内野手


